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蔵
文
化
財
が
あ
る
地
域
で
、
工
事

な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
う
し

た
文
化
財
を
守
る
た
め
、
事
前
に
発
掘

調
査
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、今
回
の
柳
沢
遺
跡
で
も
、

国
土
交
通
省
の
千
曲
川
築
堤
工
事
に
伴

い
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
長
野
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
発
掘
現
場
で
、
弥
生
時

代
の
銅
戈
七
点
と
銅
鐸
片
二
点
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
銅
戈
・
銅
鐸
は
、
弥
生

時
代
の
青
銅
器
で
あ
り
、
祭
事
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
銅
戈
や
銅
剣
な
ど
の
武
器
形
青
銅
器

の
出
土
の
中
心
地
域
は
、
九
州
北
部
か

ら
山
陽
及
び
四
国
地
方
に
あ
る
一
方
、

銅
鐸
の
出
土
の
中
心
地
域
は
、
東
海
か

ら
中
国
及
び
四
国
地
方
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
柳
沢
遺
跡
は
こ
の
分
布
範

囲
の
外
で
あ
り
、
銅
戈
と
銅
鐸
は
ど
ち

ら
も
国
内
最
北
端
の
出
土
と
な
り
ま
し

た
。

　
柳
沢
遺
跡
で
出
土
し
た
銅
戈
は
、
腐

食
や
欠
落
が
少
な
く
、
ほ
ぼ
完
全
な
形

で
の
発
掘
例
は
、
東
日
本
で
は
初
め
て

と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
銅
戈
と
銅
鐸
が
一
緒
に
出
土

し
た
の
も
、
東
日
本
で
は
初
め
て
で
あ

り
、
全
国
的
に
も
数
例
し
か
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　
今
回
の
発
見
は
大
変
貴
重
な
も
の
で

あ
り
、
中
野
市
に
お
け
る
過
去
の
歴
史

を
知
る
う
え
で
も
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
千
曲
川
水
系

に
お
け
る
、
弥
生
時
代
に
つ
い
て
の
考

え
方
の
変
更
を
迫
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
手
掛
り
を
基

に
、
詳
し
い
研
究
が
進
め
ら
れ
る
と
、

中
野
市
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
弥
生
時
代

の
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
価
値
、

大
切
さ
が
、
よ
り
一
層
増
す
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、

築
堤
工
事
と
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の

で
、こ
れ
か
ら
の
調
査
の
経
過
を
み
て
、

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
最
終
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
二
月
中
を
め
ど
に
、
埋
納
坑
か

ら
銅
戈
と
銅
鐸
を
全
て
取
り
上
げ
る
予

定
で
す
。
四
月
以
降
は
、
現
地
に
お
い

て
、
埋
納
坑
以
外
の
場
所
に
つ
い
て
も

調
査
を
再
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

銅
ど う

 戈
か

・銅
ど う

 鐸
た く

柳沢遺跡

 主な経過と今後の動向
　私たちが住んでいる地面の下には、昔の人々が生活していた跡
などの遺跡が埋まっており、これを 埋蔵文化財 と呼んでいます。

10月22日、県埋蔵文化財センターによる第１回記
者発表。現地に大勢の報道陣が詰め掛けた

11月３～４日、現地一般公開に約1,900人が見学

11月28日、ウレタン樹脂と鉄パイプで固めた
青銅器埋納坑を搬出

12月25日、市議会が県埋蔵文化財センターの
調査状況を視察（保管場所：県立歴史館）

柳沢遺跡での発掘調査の詳細は、長野県埋蔵文化財センターのホームページ
（ http://www.grn.janis.or.jp/~maibun/ ）でご覧いただけます。中野市教育委員会事務局 生涯学習課 文化財係（☎２２－２１１１内線３０８）問

埋

１月20日頃までに上部の土が取り除かれ、その後、手前の銅戈と
銅鐸から取り上げていく。２月末には全て取り上げられる予定。

期日／２月９日㈯
時間／午後１時30分～３時
会場／中野市市民会館 41号会議室
講師／長野県埋蔵文化財センター
　　　　調査第一課長　上田典男 氏
定員／先着 100 名様
主催／中野市教育委員会

期間／３月 15 日㈯～５月 11 日㈰
会場／長野県立歴史館
　　　（千曲市屋代清水  科野の里歴史公園）
※初日に、専門家らによるシンポジウム「柳沢
　遺跡を語る」が開催される予定です。
主催／長野県埋蔵文化財センター
問い合わせ／☎０２６－２９３－５９２６

柳沢遺跡に関する講演会 長野県の遺跡発掘2008
イベント

情報

※内容は予定のため変更する場合があります

10月17日、柳沢遺跡から銅戈(上写真)と銅鐸
の破片が出土



平成20年１月号7 平成20年１月号 ４５

　
平
成
十
七
年
に
新
中
野
市
と

な
っ
て
か
ら
も
、
成
人
式
は
旧
市

村
ご
と
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

成
人
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
、
ご
意
見
を
頂

き
、
成
人
式
検
討
委
員
会
、
関
係

機
関
で
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
か

ら
、
中
野
市
の
成
人
式
は
、
中
野

地
域
・
豊
田
地
域
を
統
一
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
の
中
野
市
統
一
成

人
式
の
開
催
日
・
会
場
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

開
催
日
　
五
月
四
日
㈰
（
み
ど
り

中
野
市
統
一
成
人
式

の
日
）

会
場
　
中
野
市
市
民
会
館

対
象
者
　
昭
和
六
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
方

※
平
成
二
十
年
三
月
中
に
、
中
野

　
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
を

　
対
象
に
、
案
内
状
を
お
送
り
し

　
ま
す
。

※
現
在
、
市
外
・
県
外
に
お
住
ま

　
い
の
方
で
、
出
席
を
希
望
さ
れ

　
る
方
は
、
事
前
に
中
野
市
中
央

　
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

中
野
市
中
央
公
民
館

☎
０
２
６
９
�
２
６
９
１

　
第
一
回
統
一
成
人
式
を
記
念
し

て
、「
信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
」

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
一
文
字
の
テ
ー
マ
は

「
新
成
人
に
贈
る
漢
字
一
文
字
」

で
す
。

　
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
新
成
人

の
皆
様
へ
、
市
民
の
皆
様
の
想
い

を
こ
め
た
漢
字
一
文
字
を
贈
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

「
新
成
人
に
贈
る
漢
字
一
文
字
」
募
集

　

信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞  

第
２
弾

※
詳
細
は
広
報
な
か
の
２
月
号
で

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
　
中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

中
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
内
線
３
０
７

Ｅ
メ
ー
ル

shogai@
city.nakano.nagano.jp

5
月
4
日
㈰

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
市
民
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
市
政
に
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
、
ご

協
力
に
対
し
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
総
合
計

画
で
は
、
将
来
都
市
像
を
「
緑

豊
か
な
ふ
る
さ
と
　
文
化
が
香

る
元
気
な
ま
ち
」
と
定
め
、
基

礎
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に

提
供
し
な
が
ら
、
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
と
活
性
化
を
図
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
平
成

十
九
年
度
か
ら
の
五
カ
年
（
前

期
基
本
計
画
）
で
は
、特
に
「
産

業
誘
発
」「
文
化
芸
術
」「
高
度

情
報
化
」
の
三
つ
を
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
定
め
、

各
部
門
を
横
断
的
に
横
軸
で
つ

な
ぎ
、
各
部
署
の
専
門
的
な
力

を
結
集
し
、
よ
り
広
範
で
よ
り

大
き
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
情
報
基

盤
整
備
事
業
、
文
化
施
設
整
備

事
業
、
保
育
所
整
備
事
業
、
吉

田
西
条
線
を
は
じ
め
と
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
事
業
、
医
師
確

保
対
策
事
業
な
ど
、
国
土
交
通

省
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
及
び

合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
整
備

を
進
め
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
事

業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
柳
沢
地

籍
の
千
曲
川
築
堤
事
業

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

事
業
に
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
柳
沢
遺
跡

の
発
掘
調
査
で
、
弥
生

時
代
中
期
と
み
ら
れ
る

銅
戈
（
ど
う
か
）
七
本

と
銅
鐸
（
ど
う
た
く
）

の
破
片
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
が
同
時
に
出
土
し

た
例
は
、
全
国
で
も
極
め
て
稀

で
あ
り
東
日
本
で
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
発
掘
さ
れ
た
埋
納
方
法

は
「
西
日
本
と
同
じ
方
法
で
行

わ
れ
て
い
る
」
と
し
、
弥
生
時

代
に
お
い
て
は
、
後
進
地
域
と

考
え
ら
れ
て
い
た
東
日
本
も
西

日
本
と
同
様
に
「
邪
馬
台
国
の

よ
う
な
ク
ニ
に
発
展
す
る
原
形

が
北
信
濃
に
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
専
門
家

も
お
り
ま
す
。

　
も
し
か
す
る
と
、
日
本
の
歴

史
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も

秘
め
て
お
り
、
二
千
数
百
年
前

の
当
時
、
こ
の
地
域
と
中
央
と

の
繋
が
り
が
ど
う
だ
っ
た
の

か
、
ど
の
よ
う
な
発
展
を
し
て

い
た
の
か
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
つ

つ
、
今
後
の
詳
細
調
査
や
分
析

結
果
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
よ
き
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

「
中
野
市
医
師
研
究
資
金
貸
付
条

例
」
の
制
定

　
市
内
の
臨
床
研
修
病
院
の
指
定
を

受
け
た
病
院
の
医
師
を
確
保
し
、
深

刻
化
し
て
い
る
医
師
不
足
解
消
を
図

る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」

の
一
部
改
正

　

保
険
給
付
と
税
負
担
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
税
率
の
改
定
並
び

に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯

別
平
均
割
額
の
減
額
規
定
に
つ
い

て
、
ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
法
」

「
同
法
施
行
令
」
及
び
「
地
方
税

法
施
行
令
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

｢

中
野
市
体
育
施
設
条
例
」
及
び

「
中
野
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

条
例
」
の
一
部
改
正

　

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
規
定
す
る
、

施
設
の
管
理
及
び
運
営
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
都
市
公
園
条
例
」
の
一

部
改
正

　

北
公
園
の
管
理
及
び
運
営
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　12月４日から18日まで、15日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案６件、予算案16件、事件案10件のあわせて
32件の議案が審議され、いずれも原案どおり可決され、また、人権
擁護委員の諮問、意見書などについても審議されました。ここでは
主な内容をお知らせします。

12月の定例市議会報告

　
条
　
例

　
補
正
予
算

   

指
定
管
理
者
の
指
定

　
人
　
事

　《 

一
般
会
計 

》

　
平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
一
億
五
百
二
十
八
万
六
千
円

　《
人
権
擁
護
委
員
》

　

畔
上
勢
津
子
さ
ん
（
片
塩
）
の

任
期
が
三
月
三
十
一
日
で
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
、
西
原

久
惠
さ
ん
（
草
間
）
を
同
委
員
の

候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
が

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
任
期

は
三
年
で
す
。

を
追
加
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

百
七
十
一
億
七
千
百
十
四
万
二
千

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
賦
課
徴
収
費
で
、

導
入
を
予
定
し
て
い
る
市
税
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納
に
係
る
経
費
と
し

て
、
二
七
四
万
余
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
障
害
者
福
祉
費

で
、
県
の
補
助
を
受
け
、
障
害
者

自
立
支
援
対
策
と
し
て
、
新
た
に

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
助

成
金
な
ど
扶
助
費
に
、
六
二
〇
万

円
を
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
保
健
衛
生
総
務
費

で
、
臨
床
研
修
病
院
の
医
療
提
供

体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
新
規

勤
務
医
師
へ
の
研
究
資
金
貸
付
金

と
し
て
、
一
、
二
〇
〇
万
円
を
追
加

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
耕
種
園
芸

費
で
、
実
績
見
込
み
に
よ
り
、
害

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
と
し

て
、
補
助
金
九
一
万
余
円
の
増
額

〈
土
木
費
〉
●
道
路
新
設
改
良
費

で
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

の
決
定
に
伴
う
、
幹
線
道
路
整
備

改
良
工
事
費
等
関
連
事
業
費
二
、

六
〇
三
万
余
円
を
減
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
費
で
、

日
本
消
防
協
会
か
ら
追
加
助
成
の

決
定
を
受
け
て
、
消
防
用
ホ
ー
ス

等
の
消
耗
品
及
び
小
型
動
力
ポ
ン

プ
の
購
入
に
二
〇
〇
万
円
を
計
上

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
費
及
び
中

学
校
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
振
興

費
で
、
寄
附
金
を
充
当
し
て
、
教

育
教
具
の
購
入
に
、
あ
わ
せ
て

一
〇
万
円
を
計
上

〈
公
債
費
〉
●
公
的
資
金
補
償
金

免
除
繰
上
償
還
に
伴
う
元
金
償
還

金
と
し
て
、
八
、〇
七
一
万
余
円

を
追
加

　《 

特
別
会
計 

》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
コ
ン

ビ
ニ
収
納
導
入
に
伴
う
電
算
委
託

料
と
し
て
、
一
三
三
万
余
円
を
増
額

〈
老
人
保
健
医
療
事
業
〉
●
償
還
金

で
、
前
年
度
分
の
事
務
費
に
係
る
支

払
基
金
交
付
金
の
確
定
に
伴
う
返

還
金
と
し
て
、
七
四
万
余
円
を
追
加

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
地
域
包
括

支
援
事
業
費
で
、
要
介
護
高
齢

者
等
介
護
用
品
給
付
費
と
し
て
、

四
七
四
万
余
円
を
増
額

〈
永
田
財
産
区
事
業
〉
●
財
産

造
成
費
で
、
造
林
事
業
委
託
料

一
三
七
万
余
円
を
減
額

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
総
務

管
理
費
で
、
情
報
基
盤
整
備
事
業

負
担
金
八
八
万
余
円
を
減
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
公
債
費
で
、

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
に
伴
う
元
金
償
還
金
と
し
て
、

九
億
三
、五
四
八
万
余
円
を
追
加

　《 

企
業
会
計 

》

〈
水
道
事
業
〉
●
建
設
改
良
費
で
、

事
業
の
見
直
し
及
び
入
札
差
金
等
に

よ
り
、
五
、三
一
一
万
余
円
を
減
額

　
以
上
の
ほ
か
、
職
員
の
給
与
改

定
等
に
伴
う
人
件
費
等
の
所
要

額
を
、
関
係
す
る
会
計
に
お
い
て

　
中
野
市
営
野
球
場
ほ
か
十
六
の

体
育
施
設
、
一
本
木
公
園
、
高
梨

館
跡
公
園
、
北
公
園
、
北
信
濃
ふ

る
さ
と
の
森
文
化
公
園
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
得
ま
し
た
。

   

市
の
花
、
木
及
び
鳥

　
新
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
中
野

市
の
花
（
バ
ラ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
）、

木
（
リ
ン
ゴ
、
も
み
じ
）
及
び
鳥

（
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
）
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

　
契
　
約

中
野
市
地
域
情
報
基
盤
整
備
工
事

の
変
更
請
負
契
約

　
各
家
庭
の
建
物
ま
で
の
引
き
込

み
工
事
な
ど
を
増
工
し
ま
す
。

中
野
新
配
水
池
築
造
工
事
の
変
更

請
負
契
約

　
給
水
活
動
の
導
線
確
保
の
た

め
、路
盤
工
な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

補
正
を
し
ま
し
た
。

※
イ
メ
ー
ジ
写
真
は
合
成
し
た
も
の
で
す
の
で
、
実
際
の
大
き
さ
と
は
異
な
り
ま
す
。
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高
丘
小
学
校　

岩
﨑 

有
咲
さ
ん

　
11
月
30
日
に
中
野
市
役
所
で
子

ど
も
議
会
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会

平
野
小
学
校　

重
倉 

叶
恵
さ
ん

　
11
月
30
日
に
子
ど
も
議
会
が
あ

り
ま
し
た
。
高
丘
小
学
校
と
い
っ

し
ょ
に
、
市
長
さ
ん
や
教
育
委
員

長
さ
ん
に
中
野
市
に
つ
い
て
の
質

問
や
提
案
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な

中
野
市
が
日
本
中
に
知
ら
れ
た

り
、
お
年
寄
り
や
小
さ
い
子
達
が

平
野
小
学
校　

石
沢 

愛
喜
さ
ん

　
私
は
、
子
ど
も
議
会
に
参
加
し

て
、
改
め
て
中
野
市
の
す
ば
ら
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。
質
問
は
み
ん

な
よ
か
っ
た
け
ど
質
問
に
そ
え
る

の
は
大
変
だ
し
、
む
ず
か
し
い
ん

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。質
問
は
、

中
野
市
の
い
い
と
こ
ろ
を
、
も
っ

と
よ
く
し
よ
う
と
、
取
り
組
ん
で

い
て
、
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
何
年
か
に
１
回
の
子
ど
も

議
会
が
、
平
野
小
の
６
年
に
な
っ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

な
ら
で
き
そ
う
と
思
っ
て
い
た
意

見
も
、
市
長
さ
ん
や
、
教
育
長
さ

ん
の
返
事
で
、
や
っ
ぱ
り
む
ず
か

し
い
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
２
回
、
別
室
だ
っ
た
け
ど

議
席
に
す
わ
る
と
、
私
が
質
問
を

す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
、
す
ご

く
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
中
野

市
の
環
境
に
つ
い
て
や
、
求
め
の

学
習
で
思
っ
た
こ
と
な
ど
の
意

見
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
ど
れ
も

あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

　
子
ど
も
議
会
に
参
加
で
き
て
、

議
席
に
も
す
わ
れ
た
の
で
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

高
丘
小
学
校  

湯
出
川 

紗
雪
さ
ん

　
今
日
は
、
子
ど
も
議
会
で
し

た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
市
役
所
に
つ

い
て
中
に
入
っ
た
ら
、
予
想
し
て

い
た
よ
り
市
役
所
の
中
が
ち
が
っ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
３
階
の

議
場
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
議
場
を

見
た
ら
、
ま
た
ま
た
予
想
し
て
い

た
の
と
ち
が
い
、
少
し
せ
ま
か
っ

た
で
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
議
会
が
始

ま
っ
て
、
私
は
ぼ
う
ち
ょ
う
席
に

い
た
け
れ
ど
、
と
っ
て
も
き
ん

ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
最
初
、
平
野

小
学
校
の
人
が
発
表
し
た
時
、
私

は
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

１
部
の
人
達
が
み
ん
な
発
表
し
お

わ
っ
た
と
き
、
み
ん
な
中
野
市
を

有
名
に
し
よ
う
と
し
た
り
、
か
ん

き
ょ
う
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん

だ
ぁ
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
市
長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
達

の
説
明
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く

平
野
小
学
校　

町
井 

翔
平
さ
ん

　
今
日
、
市
役
所
で
あ
っ
た
子
ど

も
議
会
に
行
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

毎
年
中
野
市
の
学
校
が
交
た
い
で

や
っ
て
い
て
た
ま
に
し
か
行
け
な

い
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
は
、
高
丘
小
の
人
達
と
同
じ
に

な
り
ま
し
た
。
話
し
合
い
が
始

ま
っ
て
一
人
目
の
人
が
し
ゃ
べ
っ

た
と
き
は
っ
き
り
し
ゃ
べ
っ
て
い

て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。あ
と
、

議
員
席
の
い
す
の
す
わ
り
ご
こ
ち

が
す
ご
く
や
わ
ら
か
く
て
な
ん
か

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
議
員
席

や
ぼ
う
ち
ょ
う
席
で
話
す
の
を
聞

い
て
い
た
ら
こ
こ
に
す
わ
っ
て
い

る
人
達
の
気
持
ち
と
か
が
わ
か
っ

平
野
小
学
校　

湯
本 

祥
平
さ
ん

　
ぼ
く
は
、
何
年
に
一
度
し
か
出

れ
な
い
子
ど
も
議
会
に
出
れ
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
議
席
に
初
め
て
す
わ
っ
て
と
て

も
き
ん
張
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
ざ
議
会
が
始
ま
る
と
テ
レ
ビ
で

見
た
こ
と
の
あ
る
映
像
と
と
て
も

似
て
い
て
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

し
た
。

　
平
野
小
、
高
丘
小
の
代
表
者
が

意
見
を
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て

と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
言
っ
て
い
る
人
全
員
が
中
野
市

を
も
っ
と
い
い
市
に
し
よ
う
、
観

光
客
を
増
や
し
た
い
と
、
と
て
も
い

い
意
見
を
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
意
見
に
対
し
て
は
市
長
さ

ん
、
教
育
長
さ
ん
達
が
と
て
も
分

か
り
や
す
く
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ぼ
く
は
全
部
か
な
わ
な
く
て

も
、
一
つ
で
も
か
な
え
ば
き
っ
と

い
い
中
野
市
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
ぼ
く
達
が
中
野
市
の
児

童
代
表
と
し
て
意
見
を
言
え
る
と

い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
い
し
、
一
生
思
い
出
に

残
る
と
思
い
ま
す
。

子ども議会
小学生が市政に提案と質問をしました！

　11 月 30 日、市役所の議場で「子ども議会」を開催しました。子どもたちが地方

自治体の実態や仕組みを体験するとともに、市政への関心を高め、次代の担い手と

してたくましく育ってほしいと開催したものです。当日は、平野小学校と高丘小学

校の６年生149人が体験。代表者16人が市政に対する提案や日ごろの疑問を質問し、

市長や教育長が答えました。ここでは、一部の方の感想文をご紹介いたします。

質　　問　　内　　容 質　問　者
魅力的な公園ある中野市へ 西埜　一輝
スポーツの盛んな市になるように施設をたくさん作ってほしい 湯本　真也
中野市にテレビにでるほど有名な観光スポットを造ってほしい 松井　寛起
歩行者用信号の青の時間を長くして欲しい 湯本　健太郎
歴史体験ができる施設をつくってほしい 丸山　光
もっと外国の方との交流する場をふやしていきたい 竹内　彩
中野インター付近を初め、自然や緑を増やしてほしい 丸山　亮
信濃グランセローズの選手の方との交流の機会をもっと増やしてほしい 田中　祥太
ユニバーサルデザインあふれる街を目指して 五明　麗
もっと中野市を有名にして、たくさんの観光客に来てほしい 小林　希実江
中野市の排気ガスを減らしたい 徳竹　凌
中野市にお店を増やしてみんなが便利になっていってほしい 小林　愛里沙
中野市の小中学校の校庭を芝生にしてほしい 田中　宏樹
外国から来た方へ情報は正しく伝わっているか 春原　瑠衣
中野市の野菜や果物作りがもっとさかんになるようにしてほしい 阿藤　裕司
子どもからお年寄りまでみんなが楽しめるお祭りを増やしてほしい 安藤　舞香

は
、
第
３
部
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

　
第
１
部
に
寛
起
君
、
第
２
部
に

亮
君
、
第
３
部
に
愛
里
沙
さ
ん
と

裕
司
君
が
代
表
し
て
質
問
し
て
く

れ
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
比
果

梨
さ
ん
が
議
長
で
し
た
。

　
私
が
い
い
質
問
だ
な
と
思
っ
た

の
は
、
亮
君
の
「
中
野
イ
ン
タ
ー

付
近
を
は
じ
め
、
自
然
や
緑
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
で
す
。
亮
君
の

質
問
を
聞
い
て
い
て
、
私
も
中
野

イ
ン
タ
ー
に
緑
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
亮
君
は
、「
木
は
二
酸
化
炭
素

を
吸
っ
て
、
酸
素
を
吐
く
か
ら
地

球
温
暖
化
に
い
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。私
も
そ
う
思
い
ま
し
た
。

緑
が
増
え
る
と
二
酸
化
炭
素
が
減

る
の
で
、
地
球
に
は
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
他
の
人
の
質
問
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
市
長
さ
ん
や
教
育
長

さ
ん
、
教
育
委
員
長
さ
ん
は
、
質

問
に
し
っ
か
り
答
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
と
て
も
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。

何
か
を
し
や
す
い
な
ど
、
み
ん
な

の
こ
と
を
考
え
た
、
質
問
を
提
案

し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
３
回
目
に

傍
聴
席
へ
い
き
ま
し
た
。
少
し
緊

張
し
ま
し
た
。
発
表
者
の
舞
香
さ

ん
、
光
さ
ん
、
真
也
さ
ん
は
、
自

分
か
ら
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

子
ど
も
議
会
が
何
年
か
に
一
度
と

い
う
と
、
わ
た
し
は
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。
議
会
は
、
こ
の
中
野
市

全
体
の
こ
と
を
考
え
る
、
重
大
な

会
議
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
中
か
ら

注
目
さ
れ
る
よ
う
な
、
住
み
良
い
中

野
市
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。議
場
は
、

外
と
ち
が
っ
て
か
な
り
静
か
で
す

ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
別
室

の
テ
レ
ビ
を
見
て
て
も
中
の
様
子

が
し
っ
か
り
わ
か
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。市
長
さ
ん
達
は
、こ
う
や
っ

て
子
ど
も
達
の
考
え
も
聞
い
て
く

れ
て
良
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
で
め
ず
ら
し
い
体
験

と
か
が
た
く
さ
ん
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

て
、
あ
ぁ
こ
の
て
い
案
は
ダ
メ
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
思
う

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
考
え
て

み
ま
す
と
い
う
返
事
も
か
え
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
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　実施計画とは、中野市総合計画の前期基本計画で定められた施策を、現実の行政の中で、どのように
展開していくかを明らかにするための計画です。よって、前期基本計画を具体化し、詳細を補足すると
ともに、毎年度の予算編成指針になるものです。計画期間は３ヵ年で、毎年見直しを行います。

 中野市実施計画
 ( 平成 20 ～ 22 年度 ) を策定しました

『緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち』　の実現に向け、

１．概要
■建設事業（ハード）
　計画事業数　60 事業（うち、新規 15 事業）　
　計画期間事業費総額　69 億 2,561 万円
　※計画期間事業費 500 万円以上の事業を計上
■非建設事業（ソフト）
　計画事業数　11 事業（全て新規事業）
　計画期間事業費総額　123 億 2,588 万３千円
　※計画期間事業費 100 万円以上の新規事業を計上

２．パブリックコメントの募集結果
　平成 19 年 11 月 26 日から 12 月 14 日の間、広報
なかのや市公式ホームページ上でご意見を募集しま
したが、応募はありませんでした。皆様のご理解と
ご協力ありがとうございました。

３．計画書の公表場所
　・市役所政策情報課および豊田支所総務課
　・ホームページ http://www.city.nakano.nagano.jp

～今後も、「緑豊かなふるさと 文化が香る元気なまち」の実現に向け、計画的な事業推進に努めて参ります～

　
市
で
は
、「
北
信
州
の
中
心
都

市
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
と
誇
り
に

あ
ふ
れ
る
都
市
の
再
生
」
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
各
種
事
業
を

一
体
的
に
盛
り
込
ん
だ
「
都
市
再

生
整
備
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

１
．
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
と
は
？

　
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環

境
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た
、
地

域
主
導
の
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
施
し
、
都
市
の
再
生
を

効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向

上
と
、
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
十
六
年
度
に
設
立
さ
れ
た
制

度
で
す
。

２
．
制
度
の
概
要

　
市
町
村
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
、
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
と
、
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
実
施
す
る
各
種
事
業
を
記
載

し
た
、「
都
市
再
生
整
備
計
画
」

を
作
成
し
ま
す
。
計
画
期
間
は
、

概
ね
五
年
以
内
で
す
。

　
国
は
、
市
町
村
が
作
成
し
た
都

市
再
生
整
備
計
画
が
、
都
市
再
生

基
本
方
針
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
た
場
合
、
年
度
ご
と
に
交
付
金

を
交
付
し
ま
す
。
交
付
金
の
交
付

限
度
額
は
、
交
付
対
象
事
業
費
の

概
ね
四
割
と
な
り
ま
す
。

３
．
制
度
の
特
徴

　
地
方
の
自
主
裁
量
性
が
極
め
て

高
く
、
従
来
補
助
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
な
、
市
町
村
の
提

案
に
基
づ
く
事
業
（
提
案
事
業
）

も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
事
前
の
具
体
的
目
標
設
定
と
、

目
標
達
成
状
況
の
事
後
評
価
が
重

視
さ
れ
、
交
付
期
間
終
了
時
に
、

市
町
村
は
目
標
な
ど
の
達
成
状
況

に
対
す
る
事
後
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
公

表
し
ま
す
。

■
都
市
再
生
整
備
計
画
の
概
要

①まちづくり交付金事業実施範囲

　
中
野
地
区
　
９
９
８

②まちづくり交付金事業実施期間

　
平
成
十
九
～
二
十
三
年
度

③まちづくり交付金事業の目標

　
北
信
州
の
中
心
都
市
と
し

て
、
に
ぎ
わ
い
と
誇
り
に
あ
ふ
れ

る
都
市
の
再
生

④まちづくり交付金事業実施内容

⑴
基
幹
事
業

◦
道
路
事
業
（
道
路
新
設
、
道
路

舗
装
、
歩
道
整
備
）
…
吉
田
西
条

線
、
横
町
普
代
線
、
南
宮
線
、
三

好
町
線
西
、
中
野
２
号
線
、
中
野

５
号
線

◦
地
域
生
活
基
盤
施
設
整
備
…
防

災
情
報
通
信
施
設
整
備
、
市
民
体

育
館
耐
震
改
修
、
市
内
情
報
板
設
置

◦
高
質
空
間
形
成
施
設
整
備
…
中

町
線
沿
道
空
間
整
備

◦
高
次
都
市
施
設
整
備
…
文
化
会

館
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
建
設

◦
既
存
建
造
物
活
用
事
業
…
ま
ち

な
か
交
流
の
家
整
備

⑵
提
案
事
業

◦
地
域
創
造
支
援
事
業
…
防
災
情

報
通
信
施
設
整
備
（
他
用
途
活
用

分
）、
旧
中
野
小
学
校
西
舎
活
用

事
業
、
陣
屋
県
庁
記
念
館
改
修
、

公
衆
ト
イ
レ
改
修
、
土
人
形
の
里

づ
く
り
事
業

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　
せ
い
た
だ
く
か
、
市
公
式
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.

city.nakano.nagano.jp/city/
seisaku/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
政
策

情
報
課
政
策
推
進
係
（
☎
�

２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
近
年
の
急
速
な
高
齢
化
社
会
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
が

年
々
増
加
し
、
国
保
会
計
の
支
出

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
保
加
入
者
の
所
得
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
保
税

に
よ
る
収
入
は
年
々
減
少
し
て
き

て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
た
め
に「
財
政
調
整
基
金
」

を
取
り
崩
し
て
国
保
会
計
の
収
入

に
充
て
ま
し
た
の
で
、
基
金
残
高

税
率
引
き
上
げ
の
理
由

　平成 20 年４月１日から後期高齢者医療制度が実施されます。
この制度に伴い、国保税の区分に「後期高齢者支援分」が新設さ
れます。

後期高齢者医療制度に伴い国保税区分が変更されます

　国保被保険者全員が 65 歳～ 74 歳の世帯の保険税は、原則とし
て世帯主の年金から天引きとなります。
　ただし、世帯主が国保被保険者以外の場合や、年金額が年額
18 万円未満の場合、また、介護保険料の天引きと合わせた額が
年金額の２分の１を超える場合は、天引きは実施されません。こ
の場合は、個別に国保税を納めていただくこととなります。

国保被保険者全員が 65 歳～ 74 歳の世帯は、

国保税の徴収方法が変わります

　市の国民健康保険では、今後の医療費の動向や医療制度改革などの
影響を考慮し、予測される赤字を解消していくため、平成 20 年度にお
いて次のとおり国保税率の改定をお願いすることになりました。
　この改定により、平均で約９．９パーセントの引き上げとなります。

国保税率を改定します
中野市国民健康保険加入者の皆様へ

　
市
で
は
国
保
財
政
の
立
て
直
し

を
図
る
た
め
、
医
療
費
や
国
保
資

格
の
適
正
化
を
図
る
取
り
組
み
や

国
保
税
の
収
納
対
策
の
強
化
を
進

め
、
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
９
６
）

○
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
(38)
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

が
約
十
万
円
と
底
を
つ
い
た
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
十
八
年
度
に
引

き
続
き
平
成
十
九
年
度
に
お
い

て
、
国
保
税
率
の
引
き
上
げ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
創
設
に
伴
い
、
こ
の
税
率

の
ま
ま
で
は
国
保
財
政
の
運
営
が

で
き
な
い
た
め
、
市
議
会
や
国
保

運
営
協
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ

き
、
や
む
を
得
ず
平
成
二
十
年
度

の
税
率
を
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平成２０年４月１日から適用の国保税率 
（納期は７月から始まります）

医　療　分
後期高齢者 

支援分
介護保険分 （40 ～ 64 歳 

の第２号被保険者）

区　　分　　　　　（ 年 税 額 ）　　 19 年度 20 年度
20 年度 

新設
19 年度 20 年度

所得割 被保険者の 19 年の所得額に応じて 8.60% 5.70% 1.50% 2.10% 1.50%

資産割 被保険者の固定資産税に応じて 22.00% 16.00% 6.00% 4.00% 4.00% （据置）

均等割 世帯の加入者一人あたりの額 20,500 円 23,500 円 6,500 円 7,000 円 8,000 円

平等割 一世帯あたりの額 22,000 円 21,300 円 5,900 円 4,800 円 5,300 円

（注） 国保税は１世帯ごと、「世帯主」が納税義務者となり課税されます。

平成 20 年度の国民健康保険税率

円

年度

一人あたり医療費 一人あたり国保税年税額

一人あたりの医療費と国保税額の推移

（注） 医療費は、医療機関などへ支払った金額ではなく、治療などにかかった金額です。

ha
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問い合わせ先　市役所 環境課 環境係（☎（２２）２１１１内線２４７）

　中野市環境基本計画の策定にあたり、貴重なご意見・

ご要望をお寄せいただきありがとうございました。

　お寄せいただいたご意見と、それに対する市の考え方

をまとめましたので、ここでお知らせします。

 中野市環境基本計画 ( 案 )
 パブリックコメント募集結果

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
中
野

市
な
ら
で
は
の
計
画
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
と
思
う
が
、
残
念
な
が

ら
総
花
※

的
か
つ
一
般
的
な
計
画

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
中
野
市

の
」
計
画
と
い
う
色
彩
が
見
て
取

れ
な
い
。
中
野
市
の
地
域
特
性
を

「
農
業
が
盛
ん
な
地
域
」、「
豊
か

な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
地
域
」

の
二
点
か
ら
捉
え
、
こ
れ
を
柱
と

し
た
計
画
を
立
て
る
べ
き
。

　
※
総
花(

そ
う
ば
な)

…
関
係

　
　
者
す
べ
て
に
利
益
や
恩
恵
を

　
　
与
え
る
や
り
方

ご 

意 

見 

①

　
計
画
を
中
野
市
の
地
域
特
性
に

合
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
し
か
し
、
本
計
画
は
市
環

境
基
本
条
例
の
中
で
「
環
境
の
保

全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本

と
な
る
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
業
と
自
然
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
多
様
な
視
点
か
ら
環
境
全

般
を
網
羅
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
総
花
的
に
な
り
ま
す
。

市
の
考
え
方

　
計
画
を
管
理
す
る
た
め
に
適
切

な
評
価
指
標
を
掲
げ
る
こ
と
が
大

切
だ
が
、
計
画
書
の
随
所
に
首
を

傾
げ
る
指
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
緑
化
の
指
標
と
し

て
従
来
ど
お
り
公
園
の
面
積
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
公
園
に
求
め

る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
量
よ
り
質
に

変
わ
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
指
標
に
つ
い
て

も
、全
般
的
に
見
直
し
て
ほ
し
い
。

市
の
考
え
方

　
市
が
取
り
組
む
計
画
の
進
行
を

管
理
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
具
体
的
な
数
値
に
よ
る
評
価

指
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
項
目
や
数
値
等
は
、
更
に
詳
細

な
説
明
を
加
え
る
な
ど
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
表
現
に
し
、
適
切
な

評
価
指
標
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。

　
な
お
、
計
画
の
進
行
管
理
を
行

う
な
か
で
、
改
善
・
修
正
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
際
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
指
標
の
見
直
し
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
を
策
定
し
た
後
は
、

年
次
ご
と
の
実
施
計
画
の
策
定
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
実
施
の

た
め
に
か
か
る
予
算
も
算
定
し
、

裏
づ
け
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

　
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
毎
年

三
カ
年
の
実
施
計
画
を
策
定
、
見

　
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り
実
行

し
て
ほ
し
い
。
た
だ
し
、「(

仮

称)

中
野
環
境
会
議
」
と
「(

仮

称)

エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な

か
の
」
は
構
成
員
が
重
な
る
可
能

性
が
大
き
い
の
で
ど
ち
ら
か
ひ
と

つ
で
い
い
と
思
う
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
構
成
員
は
重

な
り
ま
す
が
、
違
う
役
割
を
担
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「(

仮
称)

中
野
環
境
会

議
」
を
早
い
時
期
に
設
置
し
、
そ

の
会
議
の
中
で
「(

仮
称)

エ
コ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
か
の
」
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
前
回
の
計
画
に
対
す
る
反
省
点

を
踏
ま
え
て
ほ
し
い
。
行
政
で
は

各
部
局
に
お
い
て
様
々
な
計
画
を

作
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
目
に

は
そ
れ
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て

い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。

　
次
々
と
作
っ
て
は
作
っ
た
だ
け

で
お
終
い
と
い
う
印
象
が
未
だ
強

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
で
は

市
民
の
協
力
は
得
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
反
省
点
の
記
述
の
追
加
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
市
で
は

本
計
画
に
基
づ
く
報
告
書
と
し
て

「
中
野
市
環
境
白
書
」
を
毎
年
作

成
し
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
白

書
は
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

の
進
行
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
新
た
な
計
画
の
中
で
は

「(

仮
称)

中
野
環
境
会
議
」
に
お

い
て
、
市
民
・
事
業
者
の
活
動
内

容
も
含
め
た
環
境
白
書
を
作
成

し
、
公
表
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
環
境
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
と

き
、
中
野
市
は
ど
の
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
の
か
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。

　
そ
も
そ
も
環
境
分
野
で
十
年
と

い
う
ス
パ
ン
で
考
え
る
の
は
短
す

ぎ
る
。
百
年
後
の
中
野
市
と
い
う

点
か
ら
出
発
し
て
考
え
た
ほ
う
が

将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。

　
百
年
後
の
遠
い
将
来
を
予
測
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で

す
。

　
本
計
画
で
は
、
現
在
想
定
さ
れ

る
こ
と
を
基
に
、
市
民
・
事
業
者
・

市
が
共
に
目
指
す
十
年
の
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
の
社
会
情
勢
や

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
、
十
年
以
内
で
あ
っ
て
も
必
要

に
応
じ
た
見
直
し
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
際
に
は
、
本
計
画
の
見
直

し
を
考
え
て
い
ま
す
。

　「
環
境
を
守
る
＝
持
続
可
能
な

社
会
に
転
換
す
る
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
も
う
一
度
施
策
を
体
系
づ

け
る
必
要
が
あ
る
。

　
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

に
は
、
①
生
態
系
を
破
壊
し
な
い 

②
産
業
を
自
然
の
許
容
範
囲
に
収

め
る 

③
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
見
直
す 

の
三
点
が
重
要

で
あ
り
、
す
べ
て
の
施
策
に
つ
い

て
そ
れ
を
基
準
に
捉
え
直
す
べ
き

と
思
う
。

　
①
か
ら
③
の
三
点
が
持
続
可
能

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
と
の
ご
意
見
は
、
市
と
し

て
も
共
通
の
認
識
で
す
。
ま
た
、

本
計
画
の
内
容
の
全
て
が
環
境
を

守
り
、
良
く
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
が
行
う
施
策
の
み

で
持
続
可
能
な
社
会
に
転
換
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
特
に
①
③

は
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
ま
た
①
②

は
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
た

取
り
組
み
に
よ
っ
て
前
進
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
も
な
か
な
か
意
見
が
集
ま
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
思
う
。

地
域
に
出
向
い
て
の
説
明
会
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
手
続
を
無
難
に
こ
な
す
こ
と
よ

り
も
、
結
果
と
し
て
い
い
も
の
を

つ
く
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
う
。

　
市
で
は
昨
年
六
月
、
公
募
な
ど

に
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
市
民
環
境

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
以
降
毎
月

会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
九
月
に
は
市
民
環
境
意

識
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
り
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
意
見
を
求
め
て
お
り
、

各
地
域
で
の
住
民
説
明
会
の
開
催

は
実
質
的
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
時
間
を
か
け
る

よ
り
も
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ご 

意 

見 

②

ご 

意 

見 

③

ご 

意 

見 

⑧

ご 

意 

見 

⑦

ご 

意 

見 

⑥

ご 

意 

見 

⑤

ご 

意 

見 

④

市
の
考
え
方

市
の
考
え
方

市
の
考
え
方

市
の
考
え
方

市
の
考
え
方

市
の
考
え
方

直
し
を
行
い
公
表
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
で
の
取
り
組
み
も
、
そ
の

中
で
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
・
事
業
者
の
取
り

組
み
は
、「(

仮
称)

中
野
環
境
会

議
」
に
お
い
て
年
間
事
業
計
画
を

策
定
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲市民環境会議の中でも委員
　
の皆さんと話し合いました

　●中野市指定ごみ袋取扱店に、次の店舗を新たに追加しました。
　　アップルランド飯山店　飯山市大字静間４１９－１　☎０２６９（８１）３２１０



　最近、ツキノワグマやイノシシなど野生鳥獣によ
る農作物被害が増加しています。
　野生鳥獣被害を減少させるためには、狩猟などに
よる生息数の調整が有効な手立ての一つですが、北
信地方事務所管内の狩猟者は減少傾向に加え高齢化
が進み、このままでは近い将来北信地域の狩猟者数
が激減し、野生鳥獣被害を防ぐ手立てが大幅に損な
われかねません。
　そこで、野生鳥獣被害にお困りの方や新たに狩猟
を始めてみたいと思っておられる方を対象に、野生
鳥獣の生態や狩猟について勉強するとともに、狩猟
資格を取得するための説明会を次のとおり開催します。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

日時　１月20日㈰　午後１時～４時
場所　市民会館41号会議室
内容
・講演　－野生鳥獣被害とどう向き合うか－　　
　日本獣医生命科学大学　准教授　羽山伸一さん
・講話　－狩猟の楽しみ－　
　北信猟友会　会長　赤津安正さん
・狩猟免許取得説明
・獣肉の試食
・質疑応答

問い合わせ先　市役所農政課耕地林務係
（☎(22)２１１１内線２５１)
Ｅメール　kochi@city.nakano.nagano.jp

①
「
中
野
市
音
声
告
知
端
末
機
貸

　
与
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　･･･

申
込
用
紙
一
ペ
ー
ジ

②「
グ
ル
ー
プ
放
送
希
望
申
込
書
」

　
か
ら
必
要
な
情
報（
グ
ル
ー
プ
）

　
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　･･･

申
込
用
紙
二
ペ
ー
ジ

③
「
中
野
市
音
声
告
知
端
末
機
設

　
置
希
望
業
者
申
込
書
」
か
ら
ス

　
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
を
行
う
業
者

　
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　･･･

申
込
用
紙
三
ペ
ー
ジ

④
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、
市
へ

　
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
※
切
手

　
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
申
し
込
み
後
、
指
定
し
た
業
者

　
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
工
事
の
日
程
を
調
整
し
て
く
だ

　
さ
い
。
約
束
の
日
時
に
工
事
に

　
伺
い
ま
す
。

　（
豊
田
地
域
の
方
は
、
常
会
長

　
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
多
く
の
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を

　
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容

　
は
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
、
チ

　
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご

　
覧
い
た
だ
き
、
不
明
な
点
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
情
報
係

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
１
７
）

　12月号の広報なかのでお知らせしまし
た、新しい民生児童委員のうち、西町地
区の担当区域が一部入れ替わり、下記の
とおり変更になりました。
　よろしくお願いいたします。
　

問い合わせ先
市役所福祉課厚生保護係 ( ☎ (22) ２１１１内線
２９５)

平成20年１月号13 平成20年１月号 12

民生児童委員の
　　担当区域が変更に
　　　　　　なりました

○髙橋　昭子　委員
　　担当区域　「４～６、14番組」

○樋口　春雄　委員
　　担当区域　「１～３番組」

　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、
夏
ま

　
　
　
　
　
　
で
に
整
備
す
る
情

　
　
　
　
　
　
報
基
盤
（
光
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
イ
バ
ー
・
同
軸

　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
情
報
通
信
網
）
を

　
　
　
　
　
　
利
用
し
て
、
災
害

　
　
　
　
　
　
等
緊
急
情
報
な
ど

　
　
　
　
　
　
を
音
声
に
よ
り
告

　
　
　
　
　
　
知
す
る
放
送
シ
ス

　
　
　
　
　
　
テ
ム
を
整
備
し
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
放
送
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
各
家
庭
に
音
声
告

知
放
送
端
末
機
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
市
か
ら
の

緊
急
情
報
や
、
各
種
団
体
等
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
で
は
、
全
て
の
ご
家
庭
に
こ

の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
家
庭

へ
音
声
告
知
放
送
端
末
機
一
台
を

無
償
で
貸
与
し
ま
す
。（
引
込
み

線
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
市
が
負

担
し
ま
す
が
、
建
物
内
の
工
事
費

等
に
つ
い
て
は
、
各
ご
家
庭
で
の

負
担
と
な
り
ま
す
）

　
ぜ
ひ
、
音
声
告
知
放
送
の
ご
利

用
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◀
音
声
告
知
放
送
端
末
機

音
声
告
知
放
送
の
利
用
申
し
込
み

か
ら
端
末
機
設
置
ま
で
の
流
れ

～あなたもハンターになろう！～

　市では、昨年７月から進めて
きました事務事業評価につい
て、この度、中野市行政改革推
進本部において最終評価を決定
いたしました。
　決定した評価を基に、多種多
様な市民ニーズに対応するため、
常に評価に基づく事務事業の推
進に努めていきます。

事　　業　　名 評価 事　　業　　名 評価 事　　業　　名 評価 事　　業　　名 評価
中野市総合防災訓練 Ａ 文化学習活動推進・支援 Ａ 保育所地域活動事業 Ｂ 新規就農者支援補助事業 Ａ
市政功労者・善行者表彰式 Ａ 西部地区地域創造祭（西部地区文化祭） Ａ 幼児教育補助金 Ｂ 市農作物害鳥獣駆除推進協議会負担金 Ａ
職員表彰 Ｂ 子ども読書週間 AA 公衆便所維持管理 Ａ 猿・熊・猪害特別対策事業負担金 Ａ
職員研修事業 Ａ 親子ふれあいセミナー（映画会） Ｂ 生ごみ堆肥化機器等購入費助成金 Ａ 害獣対策事業補助事業 Ａ
遠距離通学定期代支給事業 Ａ お楽しみ創作イベント AA 環境美化ごみ集積施設建設事業補助金 Ｂ 有害鳥獣駆除補助金 Ａ
生涯学習市民のつどい Ａ 夏休み工作教室 Ｄ 中山晋平記念館まつり Ａ 農道補修用材料支給事業 Ａ
鳥の大学 Ｄ 文化講演会 Ｄ 中山晋平記念館各種ミニコンサート Ｂ きのこ料理レシピカード作成事業 Ｂ
チョウゲンボウ探鳥会 AA 図書館まつり Ａ 高野辰之記念館各種ミニコンサート Ｂ 売れる農業 情報発信推進事業 Ａ
三高校野球大会 Ｂ 文学講座 Ａ 中山晋平記念音楽賞事業 Ａ 土人形絵付けコンテスト事業 Ａ
市民ソフトバレーボール大会 Ｂ 親子読書活動セミナー Ｂ 晋平・辰之メモリアル事業 Ｂ プレミア付商品券支援事業補助金 Ｂ
市民ビーチボールバレー大会 Ｂ 子ども読書推進講座 Ａ 中野市民音楽祭 Ａ 港まつり参加事業 Ｄ
中野市新春走り初め大会 Ｂ 高齢者にやさしい住宅改良促進事業 Ａ 絵画等美術品購入事業 Ｂ 土人形の里づくり事業 Ａ
Ｂ＆Ｇ財団会長杯中野市綱引き大会 Ｂ 結婚相談事業 Ｂ 消費生活対策事業（消費生活講演会） Ｂ 勤労青少年ホーム利用者作品展事業 Ａ
市民体育大会補助事業 Ａ 法律相談事業 Ａ 人権センターまつり Ｂ 働く婦人の家利用者作品展事業 Ａ
市民書道展 Ａ 高齢者等除雪費補助事業 Ａ 中野人権センター人権教育講座 Ｄ THE ☆若者・まちなか音楽会事業 Ｂ
総合文化祭（文化展） Ａ 障害者在宅福祉タイムケア事業 Ｂ 差別をなくす市民集会 Ｂ 道路補修用材料支給事業 Ａ
総合文化祭 ( 芸能祭 ) Ａ レセプト点検委託事務 Ｂ 男女共同参画社会づくり事業　共にいきいき市民のつどい Ｂ 花のまちづくり推進事業 Ｂ
市民作品展 Ａ ガキ大将フェスティバル事業 Ａ 緑化苗木頒布事業 A 上下水道フェスティバル事業 Ｂ

～事務事業最終評価の内容～

平成19年度事務事業評価の最終評価を決定しました

音声告知放送に
　　お申し込みください

○最終評価
【ＡＡ】拡大…事業内容を拡充、実施方法を改善しながら拡大
【Ａ】現状継続…当面、現状どおり継続
【Ｂ】改善継続…事業は継続するが、経費節減効果等につながる改善を
　　　　　　　　しながら継続
【Ｃ】縮小…対象事業、事業量等を見直し、事業そのものを縮小
【Ｄ】統合又は廃止…終期を設定し、廃止する。または、他事業と統合

　問い合わせ先　市役所政策情報課行政管理係（☎� 2111 内線 401)

北信地区狩猟者（ハンター）
　　　　　確保のための説明会　開催

　
市
で
は
、
灯
油
代
の
急
騰
に
対

応
す
る
た
め
、
低
所
得
世
帯
に
対

し
て
灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
方
は
申
請
書
に
記
入
、

押
印
の
う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
よ
り
、
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
助
成
金
を
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
が
届
か
な
い
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
も
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

平
成
二
十
年
一
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で
生
活

し
て
お
ら
れ
る
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
の
方
で
す
。

・
七
十
五
歳
以
上
の
み
の
世
帯

　
（
十
八
歳
未
満
の
児
童
が
い
る

　
　
世
帯
を
含
む
）

・
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

　
の
世
帯

・
介
護
認
定
介
護
度
４
又
は
５
の

　
者
と
同
居
し
て
い
る
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２

　
級
の
者
と
同
居
し
て
い
る
世
帯

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
級
又
は
２
級
の
者
と
同
居
し
て

　
い
る
世
帯

・
療
育
手
帳
Ａ
１
又
は
Ａ
２
の
者

　
と
同
居
し
て
い
る
世
帯

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
所
持

　
者
と
同
居
し
て
い
る
世
帯

・
母
子
世
帯

・
父
子
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯

○
助
成
額

一
世
帯
当
た
り
　
五
千
円

○
提
出
期
限
　
三
月
三
十
一
日
㈪

○
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

（
☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
５
）

市
役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支
援
係

（
☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

あ
っ
た
か
福
祉
灯
油

　
　
　
購
入
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す



平成20年1月号15 平成20年1月号 14

嘱託･臨時職員採用試験
平成20年度採用予定の中野市嘱託・臨時職員、北信広域連合嘱託職員の採用試験を行います。

３　受験資格
　⑴必要な資格　特になし（ただし、資格がある者は
　　　　　　　　優遇されます）
　⑵年齢要件　　原則ありませんが、健康でかつ介護
　　　　　　　　業務に従事可能な者
４　試験方法・期日・試験会場
　⑴試験方法…面接試験
　⑵試験期日…２月10日㈰
　⑶試験会場…中野市豊田支所２階会議室
５　その他
　申込受付期間は１月７日㈪から２月５日㈫までです。
　（受験案内及び試験申込書は、北信広域連合事務局
〈中野市豊田支所内〉および各組織市町村の役所・役
場の窓口、または各老人ホームにあります）
　受験資格等の詳細は、北信広域連合事務局総務係　
　（☎(38)5050）までお問い合わせください。

２　勤務予定施設一覧
施　設　名 所　在　地

老人ホーム望岳荘 下高井郡木島平村穂高７２1－３

老人ホーム高社寮 中野市西条６２－２

老人ホーム千曲荘 飯山市常郷1６３

老人ホームいで湯の里 下高井郡山ノ内町佐野７９９－２

老人ホーム菜の花苑 下高井郡野沢温泉村豊郷９８６３－1

老人ホームふるさと苑 中野市穴田２３２２－1

１　採用試験実施職種、予定人員、職務内容
職　種 予定人員 職　務　内　容

介護員 15名程度 下記施設のいずれかに勤務し、
主に介護業務に従事します

○北信広域連合　嘱託職員採用試験

○中野市　
２　試験方法・期日・試験会場
　⑴試験方法…面接試験
　⑵試験期日…２月３日㈰
　⑶試験会場…中野市市民会館　会議室
３　その他
　①試験申込書の受付期限は、１月２1日
　　㈪までで、受付時間は市役所開庁日
　　の午前８時３0分から午後５時３0分ま
　　でです。なお、郵送による申し込み
　　は１月２1日まで消印のあるものに限
　　ります。
　②申込方法は、所定の試験申込書に本
　　人が必要事項を記入し、本人が市役
　　所庶務課職員係に持参するか、また
　　は簡易書留等の確実な方法により郵
　　送してください。
　③受験案内及び試験申込書は、市役所
　　庶務課・総合案内、豊田支所総務課、
　　中央・北部・西部	の各公民館、永田
　　窓口サービスステーションにあり、市
　　のホームページでもご覧いただけます。
　④障害をお持ちの方を対象とする採用
　　区分については、身体障害者手帳ま
　　たは療育手帳の交付を受けている者
　　で、自力で通勤ができ、かつ、介護
　　者なしで職務遂行が可能な者を対象
　　としています。
　受験資格等の詳細は、市役所庶務課
　職員係(☎(22)2111内線209・213）
　までお問い合わせください。

１　採用試験実施職種、予定人員、勤務機関及び職務内容
　⑴嘱託職員…直接業務を担当する職員で、1年以内を単位に任用される職員
職　　　種 予定人員 勤 務 予 定 機 関 及 び 職 務 内 容

保　 健　 師 若干名 健康福祉部に勤務し、保健指導業務に従事します

管 理 栄 養 士 １名程度 健康福祉部に勤務し、栄養指導業務に従事します
社会就労センター
指 導 員 １名程度 社会就労センターに勤務し、指導業務に従事します
働 く 婦 人 の 家
指 導 員 １名程度 働く婦人の家に勤務し、指導業務に従事します

保　 育　 士 若干名 保育園に勤務し、保育士業務に従事します

放課後児童教室
指 導 員 若干名 小学校の放課後児童教室に勤務し、指導業務に

従事します

　⑵臨時職員…1時間単位、6カ月以内の臨時的任用職員
職　種　等 予定人員 勤 務 予 定 機 関 及 び 職 務 内 容

一 般 事 務 Ａ 若干名 庁内及び出先機関等に勤務し、事務補助に従事します

一 般 事 務 Ｂ 若干名 図書館、記念館等に勤務し、事務補助に従事します

文 書 通 信 員 １名程度 文書通信業務に従事します

長時間保育士 １名程度 保育園に勤務し、保育士業務に従事します
放課後児童教室
指 導 員 若干名 小学校の放課後児童教室に勤務し、指導業務に従

事します
保 育 園
調 理 技 師 １名程度 保育園に勤務し、調理業務に従事します
学校給食センター
調 理 技 師 若干名 学校給食センターに勤務し、調理業務に従事します

学 校 図 書 １名程度 小学校に勤務し、司書業務に従事します
障 害 者 対 象
（身体・知的障害者）１名程度 庁内及び出先機関等に勤務し、事務補助に従事します

　
市
税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
う
た
め
の
費
用
を
、
所
得

や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
皆
さ

ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
税
務
課
で
は
、
納

期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
、
納

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方

と
の
不
公
平
を
な
く
し
、
税
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
次

の
よ
う
に
適
切
な
滞
納
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
督
促
状

　
　
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が

　
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
地
方
税

　
法
に
よ
り
、
納
期
限
か
ら
二
十

　
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
督
促
状
が

　
届
く
と
、
督
促
料
と
し
て
百
円

　
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

○
滞
納
処
分（
財
産
の
差
し
押
さ
え
）	

　
　
地
方
税
法
で
は
、
督
促
状
が

　
発
送
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

　
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完

　
納
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
滞
納

　
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

市
税
の
納
期
内
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

中野市における差し押さえ件数
差押財産 平成1８年度 平成1７年度 平成1６年度(※)
預金差押 　４８件 　８０件 　７１件
給料差押 　１３件 　４１件 　２９件

その他の債権差押 　１８件 　１８件 　１９件
動産差押 　　７件 　　０件 　　０件
不動産差押 　９７件 　８２件 　１１件

計 １８３件 ２２１件 １３０件
（※平成 16 年度においては、旧中野市分のみの件数）

～
日
ご
ろ
よ
り
、
市
税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て
、

　
　
　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

地方税法で年率 14.6％と定められています。

▼計算方法　
延滞金＝税額 (1,000 円未満切捨て ) ×延滞した日数×年率／ 365

　なお、納期限から１カ月の間は、前年11月末日における
商業手形の基準割引率に年４％の割合を加算した割合で計
算されますので、平成1９年は年率４.４％・平成20年は年
率４.７％となります。

延 滞 金 ○
延
滞
金

　
　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期

　
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公

　
平
性
を
保
つ
た
め
、
本
税
の
ほ

　
か
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
地
方

　
税
法
で
定
め
ら
れ
た
次
の
と
お

　
り
で
す
。

市税に関するご相談はお早めに市役所税務課へ(☎(22)2111)
○市県民税・国民健康保険税・軽自動車税　　 … 課税係(内線225)
○固定資産税・都市計画税・償却資産 　　　　… 資産係(内線226)
○市税の納付・口座振替・インターネット公売 … 収納係(内線227)
☆税務課ホームページ：http://www.city.nakano.nagano.jp/city/zeimu/

－インターネット公売　
　　　　　　随時実施中－

　インターネット公売とは、各行政機関
が税金などの滞納者から差し押さえた財
産を、インターネットを利用して、国税
徴収法などに基づき売却 ( 公売処分 ) す
る手続きの一部です。

　市では、納付に応
じない等の悪質と思
われる滞納者に対し
て、タイヤロック
（写真）を使用した
自動車の差し押さえ
を実施することにな
りました。

タイヤロック導入

納め忘れがないように、便利で安心、手続き簡単な「口座振替」をお勧めします。
取扱金融機関：八十二銀行、中野市農協、北信州みゆき農協、長野信用金庫、
　　　　　　　長野銀行、長野県信用組合、長野県労働金庫、ゆうちょ銀行

インターネット公売ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/koubai/index.html



　今回の食農フォーラムでは、『聞いて！
見て！味わう！』をテーマに、地産地消の
推進と食と健康について考えます。
　大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

日時　２月９日㈯午前10時～午後１時40分
会場　アップルシティーなかの
内容　講演会、料理実演、試食会

○講演　食文化史研究家　　永山久夫先生
　（出演番組 ＦＭ長野346グ
　　　　ルーブフライデー「おい
　　しい話しをしよう」ほか）
　演題「野菜は日本人の100
　　　　　　　　歳食～野菜ときの
　　　　こでおいしい話～」
○講演、料理実演　
　　　　料理研究家　
　　　　横山タカ子先生
　テーマ「風土が作る食卓」
○試食会
　・横山タカ子先生の料理と我が家の料理
　　大集合料理コンクール入選作品
　・中野市の地場産品紹介・直売
※入場無料ですが、１月25日㈮までにお電
　話等で参加申し込みが必要です。

　申し込み・問い合わせ先　市役所売れ
　る農業推進室（☎(22)2111内線３８１）

　
　
に
受
診
し
た
際
は
領
収
書

　
　
を
添
え
て
、
市
役
所
子
育

　
　
て
課
又
は
豊
田
支
所
子
ど

　
　
も
課
に
お
い
て
申
請
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　○
給
付
金
が
支
払
い
額
と
合
わ

　

な
い
の
は
な
ぜ
か
？

　
給
付
金
の
支
給
対
象
は
、
保

険
適
用
の
外
来
、
入
院
診
療
費

及
び
薬
代
で
す
。
そ
の
た
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接

種
代
や
健
診
料
、
薬
の
容
器
代

等
の
費
用
は
給
付
金
の
支
給
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
三
ヶ
月
後
の
支
給
日

に
入
金
が
な
い
等
、
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
病
気
は
突
発
的

な
も
の
が
多
い
で
す
よ
ね
。「
か

か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と
が

大
事
で
す
。
ま
た
、
で
き
る
だ

け
診
療
時
間
内
で
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。
夜
間
、
急

な
病
気
に
困
っ
た
ら
、
ま
ず

電
話
！
小
児
救
急
電
話
相
談

「
＃
８
０
０
０
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
子
育

て
課
子
ど
も
支
援
係

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
３
５
6
）

　
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
機
会
が

増
え
る
こ
の
時
期
、
今
月
は
子

育
て
課
か
ら
「
乳
幼
児
等
福
祉

医
療
費
給
付
金
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
か
ら
、
乳
幼
児
等
福
祉

医
療
費
給
付
事
業
の
対
象
年
齢

を
小
学
校
三
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
に
拡
大
し
ま
し
た
。
申
請

手
続
き
が
お
済
み
の
方
は
受
給

者
証
が
届
い
て
お
り
ま
す
か
。

申
請
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
至
急
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　○
受
診
す
る
際
は
次
の
こ
と
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
県
内
の
医
療
機
関
・
薬
局

　
　
を
受
診
す
る
際
は
、
毎
回

　
　
病
院
等
の
窓
口
で
必
ず

　
　「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」

　
　
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
提
示
し
な
い
と
、
給
付
が

　
　
遅
れ
た
り
、
給
付
さ
れ
な

　
　
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
・
県
外
の
医
療
機
関･

薬
局

さ
く
ら
ん
ぼ
の
施
設
栽
培

　
　
　
　
　
　   

加
温
始
ま
る

　
市
内
の
農
家
十
五
戸
余
り
で

は
、
年
末
年
始
か
ら
、
さ
く
ら

ん
ぼ
園
を
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
し
て

加
温
す
る
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
加
温
を
開
始
す

る
と
、
三
月
下
旬
か
ら
収
穫
が

で
き
、
開
花
か
ら
成
熟
ま
で
が

四
十
～
五
十
日
と
短
く
、
収
益

性
も
上
が
り
、
市
内
で
は
栽
培

者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
加
温
が
始
ま
っ
た
ハ
ウ
ス
は
、

夜
間
が
十
度
ぐ
ら
い
で
、
日
中
は

二
十
度
ぐ
ら
い
に
保
た
れ
、
適
度

に
散
水
を
行
う
な
ど
の
管
理
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
月
下
旬
に
は
、
ほ
ん
の
り
甘

い
香
り
が
す
る
白
色
の
花
が
満
開

に
咲
き
、
ハ
ウ
ス
の
中
は
、
一
足

早
い
春
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
開
花
と
同
時
に
行
わ

れ
る
受
粉
作
業
は
、
ミ
ツ
バ
チ
を

放
し
て
い
る
ほ
か
、
開
花
期
の
十

日
程
度
は
、
綿
棒
を
使
っ
て
人
工

受
粉
が
念
入
り
に
行
わ
れ
ま
す
。

特
に
、
同
じ
品
種
の
花
粉
で
は
結

実
し
な
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
た

め
、
園
内
に
は
代
表
的
な
品
種
の

佐
藤
錦
を
は
じ
め
、
高
砂
や
香
夏

錦
、
紅
秀
峰
な
ど
二
品
種
以
上
の

樹
が
植
え
て
あ
り
ま
す
。

　
受
粉
作
業
が
終
わ
る
と
、
二

月
中
旬
か
ら
摘
果
作
業
が
行
わ

れ
、
温
度
管
理
に
注
意
し
な
が

ら
、
三
月
中
旬
に
は
、
真
っ
赤

な
甘
い
さ
く
ら
ん
ぼ
が
収
穫
期

を
迎
え
ま
す
。

　
収
穫
さ
れ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
は
、

化
粧
箱
に
詰
め
ら
れ
、
高
級
さ

く
ら
ん
ぼ
と
し
て
東
京
・
大
阪

な
ど
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

▲さくらんぼの花
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今
回
、
四
十
四
回
目
を
迎
え
る

『
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞

入
選
曲
発
表
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
応
募
総
数
二
百
五
十
二
曲
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
賞
入
選
曲
が

市
内
の
音
楽
団
体
な
ど
に
よ
り
発

表
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
記
念
公
演
と
し
て
長
野

市
出
身
で
東
京
芸
術
大
学
卒
業
の

若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
俣
野
良

枝
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
ち
ら
も
入
場
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
学
習
に
対
す

る
意
欲
や
関
心
を
よ
り
高
め
、
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
市

民
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
「
平

成
十
九
年
度
生
涯
学
習
市
民
の
つ

ど
い
」
と
あ
わ
せ
て
「
第
三
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
集

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
二
月
二
日
㈯
午
後
一
時

三
十
分
か
ら

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
　
無
料
　
　

○
第
一
部
　
マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ

（
活
動
発
表
）

　【
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
】

・
安
藤
照
治
・
ユ
ウ
子
夫
妻
に
よ

　
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

　
３
・
２
・
１
の
皆
さ
ん
に
よ
る

　
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ

○
第
二
部
　
記
念
講
演

　【
午
後
二
時
十
分
か
ら
】

講
師
　
岡
村
　
讓
さ
ん
（
新
潟
県

川
口
町
長
）

演
題
　「
新
潟
県
中
越
地
震
　
川

口
町
の
復
興
へ
の
道
の
り
」

　
今
回
は
、
三
年
前
に
発
生
し
た

　平成20年度に市が発注する建設工事、測量及び建
設コンサルタント等の競争入札参加資格審査申請を
受け付けます。今回は、平成19・20年度入札参加資
格の中間年の追加申請です。
※現在登録されている場合は、申請の必要はありま
　せん。

　受付期間　２月１日㈮～２月29日㈮必着

　なお、物品等競争入札参加資格者申請については、
随時受け付けています。
　入札参加資格審査申請要領等は、財政課において
配布するほか、市のホームページからもダウンロー
ドできます。
受付・問い合わせ先
市役所財政課管財係（☎(22)2111内線２２２）
ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/

新
潟
県
中
越
地
震
で
最
大
震
度
七

を
記
録
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
川
口
町
の
町
長
さ
ん
か
ら
、
当

時
の
様
子
と
復
興
ま
で
道
の
り
を

お
聞
き
し
ま
す
。

主
催
　
中
野
市
・
中
野
市
教
育
委

員
会
・
中
野
市
生
涯
学
習
推
進
会
議

共
催
　
社
会
福
祉
法
人
中
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輪
を
広
げ
る
集
い
実
行
委
員
会

そ
の
他
　
当
日
は
、
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
推
進
係

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
３
０
７
）

入札参加資格者
　　　　　中間受付をします

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
集
い

開
催

▲昨年のマナビィステージの様子

長野市出身。４歳より才能教育にてヴァイオリンを
始める。
第43回毎日新聞主催全日本学生音楽コンクール長野
県大会第１位を最年少にて受賞。あわせて東京大会
入選。長野高等学校にてソリストに抜擢され管弦楽
団とモーツァルトヴァイオリン協奏曲を共演。
2004年、アンサンブルNOVAとヴィヴァルディヴァ
イオリン協奏曲を共演。
2005年、長野市にてソロリサイタルを開催。
2006年、東京芸術大学卒業。

期
日
　
一
月
二
十
六
日
㈯

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
　

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容
　
入
選
曲
受
賞
者
の
表
彰
、

優
秀
賞
入
選
曲
の
発
表
、
記
念
公
演

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
３
９
４
）

中
山
晋
平
生
誕
120
年
記
念

第
44
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

　
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
　
開
催

▲昨年の発表会の様子

記念公演　
俣野良枝演奏会

～プロフィール～

食農フォーラム　開催
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中野市教育委員会

－子どもの育ちに寄せる願い－ 第６章 青年中期の育ち

　　　
こ
の
時
期
、
子
ど
も
た
ち
は
無

口
に
な
り
、
親
と
し
て
何
を
考
え

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
、

戸
惑
う
よ
う
な
経
験
を
す
る
時
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
子
ど
も

は
、
こ
れ
ま
で
に
身
に
つ
け
た
す

べ
て
の
知
識
・
知
恵
・
情
報
、
さ

ら
に
は
経
験
・
体
験
を
総
動
員
し

て
、
無
邪
気
に
考
え
て
い
た
夢
や

希
望
を
具
体
的
な
（
妥
協
も
含
め

た
）
目
標
と
し
て
定
め
よ
う
と
悩

ん
で
い
る
時
期
な
の
だ
と
考
え
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
自
分

で
本
気
に
考
え
て
い
る
時
は
、
無

口
に
な
る
も
の
で
す
。

　
大
人
か
ら
見
れ
ば
危
な
っ
か
し

く
て
、
つ
い
口
を
挟
み
た
く
な
る

も
の
で
す
が
、
そ
ん
な
時
、
何
気

な
い
日
常
の
会
話
を
通
し
て
、
子

ど
も
が
心
を
開
い
て
い
る
時
に
、

さ
り
げ
な
く
聞
く
と
、
子
ど
も
は

ポ
ロ
ッ
と
心
の
う
ち
を
話
し
て
く

れ
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
子
ど

も
は
、
一
部
で
あ
っ
て
も
心
の
う

ち
を
親
に
話
し
た
こ
と
で
安
心
し

(

子
ど
も
は
無
自
覚
の
場
合
が
多

い)

、
さ
ら
に
一
歩
を
踏
み
出
し

て
ゆ
く
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　「
自
分
の
悩
み
事
は
誰
に
相
談

し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、「
友

達
や
先
輩
」
と
い
う
答
え
が
多
く
、

「
親
や
教
師
」
と
い
う
の
が
低
い

の
は
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、「
親
や
教
師
」

に
比
べ｢

友
達
や
先
輩｣

は
心
理

的
に
程
よ
い
距
離
感
が
あ
り
、
自

分
の
思
い
を
話
し
て
も
、
批
判
が

ま
し
い
言
葉
が
返
っ
て
く
る
こ
と

が
少
な
い
か
ら
で
す
。
人
間
は
自

分
ひ
と
り
で
は
耐
え
切
れ
な
い
と

感
じ
た
と
き
は
、
誰
か
に
話
す
こ

と
で
心
を
軽
く
し
た
く
な
る
も
の

だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て｢

親
や
教
師｣

は
、
常
に

｢

指
示
や
強
制｣

を
し
た
が
る
存

在
と
し
て
目
に
う
つ
り
、
自
分
で

自
分
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す

る
と
き
、子
ど
も
に
と
っ
て
は「
小

さ
な
親
切
大
き
な
お
世
話｣

ど
こ

ろ
か
、｢

大
き
な
親
切
勝
手
に
し

ろ｣

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
い

て
本
人
は
親
に
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
寂
し
さ
を
抱
え
、
少
し
も
心

が
軽
く
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
無
意

識
で
は
あ
っ
て
も
子
ど
も
に
と
っ

て｢

親
や
教
師｣

は
、
時
に
立
ち

は
だ
か
る
存
在
と
し
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
存
在
な
の
だ

と
も
言
え
ま
す
。

　
ど
う
子
ど
も
に
向
き
合
う
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
二
月

号
で
述
べ
た
こ
と
と
基
本
的
に
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
子
ど

も
と
の
距
離
を
と
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
時
に｢

も

う
中
学
生
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら｣

と
か｢

高
校
生
な
ん
だ
か
ら｣

と

い
う
言
葉
で
、
す
べ
て
を
片
付
け

よ
う
と
す
る
こ
と
を
耳
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
有

効
に
作
用
す
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
自
身
が
自
分
に
気
を
か
け
、
励

ま
し
て
く
れ
て
い
る
言
葉
と
感
じ

取
れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
面
倒
く

さ
さ
や
無
関
心
さ
の
気
配
を
感
じ

取
っ
た
と
き
は
、
親
子
関
係
に
マ

イ
ナ
ス
の
作
用
を
し
ま
す
。

　
あ
せ
ら
ず
に
、
よ
く
子
ど
も
と

共
に
歩
み
な
が
ら
進
ん
で
ゆ
く
の

が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
場
合
は
問
題
な
い
の
で

す
が
、
ま
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
出
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
も
の

は
、
誰
も
が
抱
え
て
い
る
こ
と
が

た
ま
た
ま
外
に
現
れ
た
と
い
う
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
は
つ
ら
い
人
生
を
歩

ん
で
き
た
の
で
、
子
ど
も
に
は
つ

ら
い
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
と
考

え
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
考
え
ず

に
、
一
方
的
・
強
圧
的
に
子
ど
も

に
対
す
る
親
。

　
自
分
た
ち
の
恵
ま
れ
た
経
済

的
・
社
会
的
な
立
場
に
た
っ
て
、

自
分
た
ち
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む

こ
と
を
当
然
と
し
て
子
ど
も
に
接

す
る
親
。

　
斜
に
構
え
て
世
の
中
を
見
、
声

高
に
自
己
を
主
張
し
、
そ
れ
で
よ

し
と
す
る
親
。

　
以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
時

に
問
題
が
顕
在
化
（
表
面
化
）
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
家
庭
が
い
ろ
い
ろ
な
面

で
ど
ん
な
に
困
難
な
状
況
で
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
に
自
分
の
気
持
ち

を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
子
ど
も
自

身
が
本
当
に
自
分
の
こ
と
を
考
え

て
い
て
く
れ
る
と
理
解
し
た
と
き

に
は
、
家
族
全
員
で
乗
り
越
え
て

ゆ
け
る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
す
。

　
よ
く
話
し
合
い
理
解
し
あ
う
こ

と
、子
育
て
の
要
諦
（
ポ
イ
ン
ト
）

は
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

事
例
を
通
し
て

　
感
じ
る
こ
と

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

▲中野立志館高等学校と長野大学社会福
　祉学部との高大連携協定書調印式
　（平成19年12月７日）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

親
の
前
か
ら

　
雲
が
く
れ
す
る

　
　
子
ど
も
の
心

　青年中期は、自分の将来をかけて最初の大きな選択をする時期であり、自分の生き方を、迷い
戸惑いながらも自分で確立してゆく不安定な時期です。

　市では、総合的に環境保全対策を進めるための環境基本
計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆さんが取
り組んでいる環境保全美化活動や環境学習などについて紹
介しています。
　第10回の今月は、中野市消費者の会で取り組まれている
環境活動について紹介します。

　中野市消費者の会では、各家庭で使用している食用廃油

を回収し、環境を汚さない手作り石けんを作成し普及する

活動に力を入れています。

　昨年の９月に開催された中野市上下水道フェスティバル

に手作り石けんコーナーを出展しました。

　このフェスティバルでは、「昨年使ってみてとても良か

ったから」、「これ、汚れがよく落ちるんだよね」と言っ

て購入してくださる方がおり、活動が少しずつ浸透してき

ていることが実感できました。また、小中学生やその保護

者を対象に実施した石けん作り体験では、最初のうちは遠

巻きに見ていた子どもたちも、いざ作業が始まると、「こ

の油が石けんになるの、不思議」と大勢石けん作りに参加

してきました。石けん作りでは、30分ほど油をかき回す工

程がありましたが、子どもたちは、会員から手ほどきを受

け、最後まで一生懸命取り組

んでいました。

　消費者の会では、自分で作

った石けんを家庭で使うこと

で、みんなで環境のことを考

えるきっかけになってくれれ

ばと願っています。

10
親
と
し
て
は
？

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
中

野
市
産
農
産
物
や
市
内
で
製
造
さ

れ
た
食
品
な
ど
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

期
間
を
定
め
商
品
と
引
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
定
額
の
カ
ー
ド
ギ

フ
ト
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
に
掲
載
す
る
商
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
等

◇
取
扱
商
品　

信
州
中
野
ま
ご
こ

　
ろ
の
カ
ー
ド
有
効
期
間
内
に
販

　
売
で
き
る
農
産
物
及
び
特
産
物

　
と
し
、
商
品
は
期
間
を
通
じ
て

　
販
売
で
き
る
も
の
、
期
間
を
限

　
定
し
販
売
す
る
も
の
に
分
け
て

　
取
り
扱
い
ま
す
。

◇
カ
ー
ド
有
効
期
間　

三
月
一
日

　
㈯
～
八
月
三
十
一
日
㈰

◇
掲
載
料
　
無
料

◇
カ
ー
ド
ギ
フ
ト
代
　
送
料
・
消

　
費
税
込
三
、一
五
〇
円

◇
納
品
単
価
　
二
、四
〇
〇
円（
送

　
料
（
六
〇
〇
円
）
は
公
社
負
担
、

　
た
だ
し
、
チ
ル
ド
発
送
の
商
品

　
は
納
品
単
価
を
二
、二
五
〇
円
）

◇
手
数
料
　
取
引
商
品
一
個
あ
た

　
り
一
三
〇
円

◇
提
出
書
類
　
商
品
の
企
画
書
、

　
商
品
の
写
真

◇
応
募
締
切　

一
月
二
十
一
日
㈪

◇
販
売
取
扱
者　

　

㈶
中
野
市
振
興
公
社

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

信
州
中
野

　
　
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　 

掲
載
商
品
募
集

信
州
中
野

　
　
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド

ま
ご
こ
ろ
こ
め
て
贈
り
ま
す

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ

て
、中
野
市
防
火
管
理
協
議
会（
会

長
　
市
村
清
二
）
で
は
、
市
内
の

小
学
校
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
、「
標

語
入
り
防
火
ポ
ス
タ
ー｣

の
審
査

を
、
昨
年
十
一
月
七
日
に
行
い
、

入
選
作
品
を
決
定
し
、
各
学
校
に

お
い
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
小
学
生
の
皆

さ
ん
に
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
火
災

を
予
防
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

審
査
結
果

▽
最
優
秀
賞
　

　
田
中
七
海（
平
岡
小
学
校
五
年
）

　
岩
下
将
也
（
同
六
年
）

▽
優
秀
賞
　

　
宮
沢
瞳
（
豊
井
小
学
校
三
年
）

　
山
岸
航
太
（
倭
小
学
校
四
年
）

　
上
原
愛
華
（
同
六
年
）

▽
佳
作
　

　
高
野
友
陽（
豊
井
小
学
校
三
年
）

　
宮
澤
彩
里
沙（
倭
小
学
校
三
年
）

　
池
田
直
矢（
科
野
小
学
校
四
年
）

　
市
川
加
純（
平
岡
小
学
校
五
年
）

　
和
田
拓
己
（
倭
小
学
校
五
年
）

　
武
田
涼
介（
平
岡
小
学
校
六
年
）

　
丸
山
奈
央
（
倭
小
学
校
六
年
）

防火ポスター入選作品
　　　　　　　の紹介

◀▼最優秀賞の作品

▲昨年発行したカード



高齢者医療制度の見直しについて

平成20年１月号21 平成20年１月号 20

No.10

４０歳～７４歳の方は、加入している医療保険者
が行う健診・保健指導を受けることになります。①

生活習慣病を予防・改善するためメタボリックシ
ンドロームに着目した健診を行います。②

　現在行われている健診は、市が行う基本健康診査（いきいき健診）や事業所の一
般・成人健診や生活習慣病予防健診などがあります。サラリーマンのご家族の方
は、加入している医療保険者が行う健診を受ける方、市で健診を受ける方とさまざ
までした。
　しかし、平成20年４月からは、医療保険者の責任で40歳～74歳の方の健診・保健
指導を行うことが義務付けられました。そのため、どなたも加入している医療保険
者が指定する健診を受けることとなります。

対象者　４０ 歳～ ７４ 歳の医療保険加入者（家族を含む）

○中野市国民健康保険加入者・・・健診は、市が行います。
○会社に勤めている方とその家族（被扶養者）・・・健診は職場で加入している
　健康保険で行います。

　現在、医療費の約５割は、心臓病、脳卒中などの循環器病、糖尿病及びその合併症です。これらは
生活習慣病といわれるもので、その兆候は早い段階から健診結果に現れており、メタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）と深く関係しています。
　そこで、まず健診では、腹囲とＢＭＩ（体重㎏÷身長ｍ÷身長ｍ）から内臓脂肪の蓄積を見ます。
次に血糖、血圧、脂質、喫煙のリスクにより、保健指導が必要かどうか判定します。

今般「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」において、高齢者医療制度について以下の
とおり取りまとめられ、政府としても実施することとされましたので、その内容をお知らせします。
　なお、正式に決定されれば、３月に新たな高齢受給者証を再発行いたします。

◎７０～７４歳の方(注１)の窓口負担について
　平成20年４月から平成21年３月までの一年間窓口負担が１割に据え置かれます。

(注１)　既に３割負担を頂いている方、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受けた方は
　　　  除きます。
(注)　　昨年の制度改正では、７０～７４歳の方の窓口負担については、平成20年４月から２割負担に
　　　  見直されることとされていたものを据え置くものです。

個人の健康状態に応じた生活習慣改善のための支援をします。③
　健診を受けることは、今自分がどういう状態にいるのかを知り、自分の生活習慣を見直すよいきっか
けです。
　健診の結果からリスクに応じて、情報提供、動機付け支援、積極的支援等、個人に合わせ食事や運動
等の望ましい生活習慣のためのサポートをします。
　これにより自分の生活習慣の問題点が見え、自分なりの健康づくりをしていけるのです。

Ⓐ血糖：空腹時血糖100ｍｇ/ｄｌ以上

　　　　又はヘモグロビンＡｌｃ5.2％以上など
①男性：腹囲85㎝以上

　女性：腹囲90㎝以上

②男性：腹囲85㎝未満

　女性：腹囲90㎝未満

　　でＢＭＩが25以上

①、②以外の人

Ⓑ脂質：中性脂肪150ｍｇ/ｄｌ以上

　　　　又はＨＤＬコレステロール40ｍｇ/ｄｌ未満など

Ⓒ血圧：最高血圧130㎜Ｈｇ以上

　　　　又は最低血圧85㎜Ｈｇ以上など

Ⓓ喫煙歴：質問表から

　　　　　Ⓐ～Ⓒのリスクがひとつ以上の場合に加える

全
員
に
情
報
提
供

動機付け

支援

積極的

支援

必要に

応じた支援

リスクに

応じた支援

より健康な生活を送るための生活習慣の見直し
や、生活習慣を改善するきっかけになる情報を提
供します。

自らの生活習慣を振り返り、生活習慣改善のため
に自ら目標を設定し、行動に移すことができるよ
うに支援します。

動機付け支援に加え、定期的継続的な支援を行い、
自ら目標を設定し、行動に移すことができるよう
支援します。

情
報
提
供

動
機
づ
け
支
援

積
極
的
支
援

と
い
う
人
に

メ
タ
ボ
予
備
群

と
い
う
人
に

メ
タ
ボ
に
該
当

す
べ
て
の
人
に

健
康
な
人
も
含
め

平成20年４月から
 

 特定健診・特定保健指導 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が始まります

～国民健康保険や会社の健康保険で健診・保健指導を義務付け～

40歳から74歳までの方を対象とした

続

◆◆19～39歳の方と75歳以上の方の健診について◆◆
○19～39歳の方は、加入している医療保険者に関係なく、従来どおり、市の”いきいき健診”をお申し
　込みいただき、受診してください。
○75歳以上の方についても、新設される後期高齢者医療制度の被保険者となりますが、従来どおり、
　市の”いきいき検診”をお申込みいただき、受診することもできます。



県交通安全運動推進本部顕彰伝達式

▲海野北信地方事務所長から青木市長へ手渡されました

消防団年末夜警実施

▲市長が詰所へ激励に訪れました

新春走り初め大会
▼今年一年の健康を祈り走りました

新春のつどい

▼ふるさと太鼓の勇壮な演奏がありました

中野市婦人のつどい

▼「元気な老人」になるためのお話しがありました
　12月４日の早朝、信州中野駅前において、人権週間街
頭啓発活動が行われました。
　当日は、人権擁護委員の皆さんと市長が、街頭に立ち、
通勤や通学で行き交う人たちにチラシなどを渡して人権
の大切さを訴えました。
　この活動は、12月４日から10日までの「人権週間」に
あわせ、市民の皆さんに人権尊重の意識を高めていただ
くことを目的に毎年行われています。

人権週間街頭啓発

▲行き交う人たちに人権の大切さを訴えました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成20年1月号23 平成20年1月号 22

　12月13日、市役所市長公室において、市内での交通死
亡事故ゼロ継続300日達成による、長野県交通安全運動
推進本部長表彰が行われました。これは、一昨年11月11
日から昨年９月６日までの間、交通死亡事故がゼロだっ
たことを受けて表彰されたものです。また、中野市の最
長記録は445日（昭和59年以降）で、今月末には記録を
更新する予定です。市では、これからも、500日、そし
て1000日を目指し交通安全啓発を行っていきます。

　12月25日から30日までの６日間、市消防団による毎年
恒例の年末夜警が実施されました。
　これは、地域住民に防火と防犯の注意を呼びかけると
ともに、地域の財産、生命を守ることを目的に実施され
ているものです。
また、夜警初日の25日には、市理事者および団幹部が各
分団の詰所を巡回し、夜警にあたっている団員に対して
督励を行いました。

　新春を迎えた１月２日、第３回新春走り初め大会を開
催しました。
　当日は、小雪が舞う中、子どもから大人まで市内外
から約120名が参加して、豊田文化センター前をスター
ト・ゴール地点として、約２kmのコースを走りました。
　参加された皆さんは、すがすがしい新春の朝を、全力
で走る人、家族や友達と一緒に走る人など、それぞれ思
い思いのペースで走り、新しい年をスタートしました。

　１月２日、豊田文化センター駐車場において、新春の
つどいを開催しました。当日は、大勢の皆さんが参加す
る中、地元の食材を使った、とん汁の無料サービスがあ
り、大勢の皆さんに振舞われました。その後、ふるさと
太鼓の皆さんによる勇壮な演奏が行われました。
　これは、新春走り初め大会の開催に併せ、今年初めて
開催したもので、会場では、新年のあいさつを交わして
いる姿も見られました。

　12月８日、働く婦人の家において、中野市女性団体連
絡協議会主催による、第31回中野市婦人のつどいが開催
されました。
　当日は、講師に飯山赤十字病院副院長古川賢一先生を
お迎えして「ご存知ですか？老化とは？」と題し、講演
が行われました。
　参加された皆さんからは、先生のユーモアを交えたお
話しに、会場一杯に笑いが広がりました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：hisho@city.nakano.nagano.jp

中野市消防団　出初式！
　１月４日、中野市消防団の出初式が市民会館ホール
で行われました。式典に先立ち、消防団員が中野小学
校から市民会館までを行進。はしご乗り保存会の皆さ
んによる伝統の「はしご乗り」も、中央広場公園と市
民会館駐車場で披露されました。続く式典では、消防
団長のあいさつや市長訓示、各種表彰や音楽隊による
演奏などが行われました。

表紙の説明



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

１
月
23
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、「  

冠
雪
ふ
じ  

」
作
り
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表

の
荻
原
安
治
さ
ん
に
お
話
し
を
お
聞
き

し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
リ
ン
ゴ
百
二
十
㌃
、
洋
ナ
シ
三
十
㌃
、

ブ
ド
ウ
二
十
㌃
、
プ
ラ
ム
十
㌃
を
作
っ

て
い
ま
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　
リ
ン
ゴ
（
平
成
十
六
年
度
認
定
）
と

プ
ラ
ム
（
平
成
十
九
年
度
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　
安
全
、
安
心
な
商
品
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
目
指
し
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
良
質
な
土
づ
く
り
の
た
め
の
土
壌
診

断
や
園
地
点
検
、
栽
培
技
術
向
上
を
目

指
し
た
講
習
会
、
お
互
い
の
情
報
交
換

を
行
う
情
報
交
換
会
を
そ
れ
ぞ
れ
年
四

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肥
料
は

百
㌫
有
機
質
肥
料
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

市
内
の
キ
ノ
コ
栽
培
か
ら
出
さ
れ
る
使

用
済
み
培
地
を
再
利
用
し
て
で
き
た
、

た
い
肥
も
利
用
す
る
な
ど
、
地
域
内
の

循
環
型
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　
色
で
は
な
く
、
味
に
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。「
冠
雪
ふ
じ
　
」
は
ど
れ
を
食

べ
て
も
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
、

こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　
減
農
薬
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　
農
業
が
衰
退
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荻原　安治　さん
おぎわら　やすじ　　（越）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～
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切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　( ☎ (22)2111 内線 253）

Ｎｏ . ４

①自己紹介
　子どもの頃、病弱で通い始めたスイミン
グスクールで、体を動かすことの大切さを
知り、現在、市内のフィットネスクラブで
働いています。また、信濃グランセローズ
のファンで、数度、試合観戦に行きました。
②今後チャレンジしたいこと
　ボランティア活動に参加したいと考えて
います。
③これからのまちづくりに望むこと
　市営野球場の収容人数を増やし、みんな
でグランセローズを応援することによって
市の活性化につながれば良いと思います。

清水　猛夫 さん

野崎かをりさんから紹介された

（会社員・吉田）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.33

　　

倭小学校　　３年
滝沢 あずささん
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No. ４

保育園の先生になりたい

　※冠雪ふじ　…周りの山々に雪が積もる頃まで
                       完熟させたふじのこと

※

問
題

青
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頭
の
あ
い
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つ
の
中
で
、
青
木
市
長

直
筆
の
言
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エコファーマー

認定マーク

地域を知ろう！

中野めぐり No.�

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　１月のどんど焼きに始まり、春祭り、
ウォーキングマレットゴルフ大会、五箇地
蔵尊縁日、区民運動会、ションションまつ
り参加、敬老会、ソフトバレーボール大会、
秋祭り、文化展など多くの行事があります。
　なお、このたび、西条に関する事柄をま
とめた区誌を発刊する運びとなりました。

○▲西條神社。明治41年
(1908)４月に、八幡社
から改称された。

○▲中山晋平の曲にまつ
わる切り絵。区内の歩道
に18枚設置されている。

○▲双子塚古墳（県史跡）から見
る長嶺団地。奥には斑尾山をは
じめ、北信五岳も一望できる。

西
にしじょう

条 区
永田地区

豊
津
地
区

上今井
　地区

長
丘
地
区

高丘
地区

延徳
地区

科野
地区

  倭地区

平岡
地区

平野
地区

　長嶺区は自治会ができてから15周年を
迎えます。今年の７月下旬には、集会所周
辺をお祭り広場にして盛り上げたいと考え
ています。また、分館事業が盛んで、もの
作りや餅つき大会、どんど焼きをはじめ、
球技大会や敬老の日の集い、マレットゴル
フ大会や文化祭など様々な催しがあります。

長
ながみね

嶺 区

日野
地区

中野
地区

○▲ 埋納銭(市指定有形文化財)。
平成元年に西条・岩船遺跡群か
ら埋納銭容器とともに出土した。
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忘れていませんか？～第８回特別弔慰金の届出～
　当市の消防団員の約８割がサラリーマンです。団員の確保及び活動環境を整備するうえで
は、雇用主様の協力体制が必要不可欠です。
　そこで、消防団活動に参加しやすいように配慮している事業所等に対して、認定マーク
(表示証)を交付する「消防団協力事業所表示制度」が発足しました。
認定交付基準概要　①消防団員として１年以上消防団活動に従事し、かつ、事業所等に１年
以上勤続するものが２人以上いる事業所等②従業員が消防団として消防団活動に従事する場
合、勤務条件に配慮している事業所等③災害時に事業所等の資機材等を消防団に提供してい
る事業所等④その他　　※①から④のいずれかの要件を満たしていること。
問　岳南広域消防本部 中野消防署内 消防部消防係　☎(23)０１１９（内線301）

中野市消防団協力事業所表示制度について
　戦没者等のご遺族（死亡当時）で、平成17年４月１
日現在、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない場
合に、戦没者１人に対し、ご遺族のうちどなたか１人に
特別弔慰金が支給されます。
支給内容　額面40万円、10年償還の記名国債
請求期限　３月31日㈪
請求の優先順位
①平成17年４月１日までに弔慰金の受給権を取得した方
　（例：配偶者、子）

②戦没者等の子
③戦没者等と生計関係があった次の方。
　1.父母　2.孫　3.祖父母　4.兄弟姉妹
④上記③以外の1.父母 2.孫 3.祖父母 4.兄弟姉妹の 方
⑤上記以外の三親等内親族(戦没者等と１年以上生計関係があった方)

※請求する方によって、請求書に添付する書類が異なり
　ますので、お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　福祉課厚生保護係（内線295）
　　　　　　　豊田支所健康福祉課福祉係（内線121）

　心身障害者扶養共済制度とは、心
身に障害を持っている子供等を扶養
している親に万が一のことがあった
際に共済金が支払われる制度です。
　制度改正により、この４月以降に
加入する場合には掛金が高くなりま
すので、加入を希望する場合には、
３月までに加入手続きを済ませてお
く必要があります。
　加入希望のある場合には、２月
29日までに市役所福祉課まで加入
申込書を提出してください。
　なお、制度や内容についての詳細
は、お問い合わせ下さい。
問　健康福祉部福祉課障害福祉係
　　（内線294）

期日　２月 24 日㈰
会場　木島平WEST
　　（北信州牧の入スノーパーク）
日程（予定）
①受付 8：15 ～ 9：00 ②開会式 9：
15 ～③競技 10：30 ～ 12：00 ④閉
会式 13：00 ～ 14：00
参加資格　市内に在住・在勤・在学

（小学校３年生以上）されている方
競技種目　大回転　
競技区分　（全 13 区分）
小学校低学年（３・４年生）①女子
及び②男子、小学生高学年（５・６
年生）③女子及び④男子、中学生⑤
女子及び⑥男子、⑦青年男子（20
才未満）、⑧一般女子、⑨成年男子
１部（20 才以上 30 才未満）、⑩成
年男子２部（30 才以上 40 才未満）
⑪壮年男子１部（40 才以上 50 才
未満）、⑫壮年男子２部（50 才以
上 60 才未満）、⑬壮年男子３部（６０
才以上）
参加料（傷害保険込、リフト代別）
大人 2,000 円、中学生 1,500 円、小
学生 1,000 円
申込期限　２月２日㈯
申込方法　参加料を添えて、市民体
育館内大会事務局またはマツヤスポ
ーツへ申し込んでください。
問　市民体育館内大会事務局
　　☎（26）３５７２

市民スキー大会心身障害者扶養共済制度

奨学生の募集
　市では、高等学校、大学、短期大
学、高等専門学校及び専修学校に進
学または在学する方（通信制・通信
教育を除く）に奨学金を貸与します。
貸与の要件
　市内に引き続き１年以上居住して
いたこと、経済的理由により就学困
難であること等
募集人員　８名程度
募集締切　４月 25 日㈮
問　学校教育課総務係（内線 303）

　中野市体育協会、㈱長野県民球団
信濃グランセローズの共催により、
「メンタルマネジメント」講習会を
開催します。
期日　１月27日㈰
時間　13：30～15：00（予定）
会場　市民会館41号会議室
講師　山梨大学教育人間科学部
　　　教授　遠藤俊郎 氏
内容　精神的に強いチーム、強い選
手を育てるために必要なメンタルマ
ネジメントとメンタルトレーニング
の実践について学習します。
対象者
①中野市体育協会及び関連団体に所
　属する者
②信濃グランセローズに所属する者
③メンタルマネジメントに興味のあ
　る者
定員　100名
参加費　無料
申込方法　体育協会事務局まで電話
または有線にてお申し込みください。
申込期限　１月18日㈮
※定員に達し次第募集を締め切ります。
問　中野市体育協会事務局
　　（中野市民体育館内）
　　☎（26）３５７２
　　有線(中野地域)　２２７５９

「メンタルマネジメント」
講習会 参加者募集 期日　１月2０日㈰、27日㈰

　　　２月３日㈰
会場　木島平WEST
　　（北信州牧の入スノーパーク）
日程　
①受付　９：００～９：45
（第６リフト乗り場近く「どんぶり
亭」※例年と場所が違います）
②レッスン　1０：００～12：００
　　　　　　13：００～15：００
※バス送迎は、市民体育館駐車場に
　８：15集合、1６：15頃解散
参加資格　小学校２年生以上
　　（初心者、市外の方も参加可）
種目　①一般レッスン②ポールレ
ッスン③シニアレッスン（45才以上）
④スノーボードレッスン（初心者対象）
参加料（傷害保険込、リフト代別）
１日　2,500円　２日間　4,000円
３日間　5,000円
※バス送迎料は、昼食付きで、
　１回１名1,000円です。
申込期限　１月11日㈮
※期限後の申込も受け付けますが、  
　初回の傷害保険は未加入となります。
申込方法　参加料を添えて、市民体
育館またはマツヤスポーツへ申し込
んでください。
問　体育協会事務局 ( 市民体育館内 )
　　☎（2６）３５７２

市民スキー・
スノーボード教室

　総務省統計局・県では、完全失業
率など、雇用・失業の実態を明らか
にすることを目的として「労働力調
査」を毎月実施しています。
　選定された世帯には、県が任命し
た調査員が伺いますので、調査への
ご理解とご協力をお願いします。
　詳しくは、総務省のホームページ
をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/
　　　　　　　roudou/index.htm
問　県企画局情報政策課統計室
　　☎０２６（232）０１１１

「労働力調査」のお願い

認定マーク

第３回 ～ワンランク上を目指す～
競技者・指導者のための

　自動車事故による被害者への援助
を行っています。

【交通遺児等への育成資金貸付】
　自動車事故で保護者が死亡、ある
いは重度の後遺障害者になった家庭
に対し、中学校卒業までの子供の育
成資金を無利子で貸付けしています。

【重度後遺障害者への介護料支給】
　自動車事故により、脳、脊髄、胸
部臓器を損傷し、重度の後遺障害を
受けた方で、移動、食事、排泄など
日常生活について、常時または随時
の介護を必要とする方に介護料を支
給しています。
問　独立行政法人　自動車事故対策
　　機構長野支所
　　☎０２６（226）１０００

自動車事故による被害者
への援助制度

期日　２月 17 日㈰
会場　中野市Ｂ＆Ｇ海洋センター
日程　①受付　８：30 ～
　　　②開会式　9：00 ～
　　　③試合開始　9：20 ～
種目
①一般男子の部（高校生以上の男性）
②一般女子の部（高校生以上の女性）
③子どもの部（小学生または中学生
　で男女は問わない。ただし、平成
　19 年４月１日現在の年齢合計が
　65 歳以内とします。）
チーム編成　選手６名・交代要員２
名以内とします。１人で２チーム以
上に参加することはできません。
参加資格　市内に在住または在勤の
方
申込方法　２月８日㈮午後５時まで
に、Ｂ＆Ｇ海洋センターまたは市民
体育館で申し込んでください。申込
書が用意されています。
参加費　１チーム 1,000 円
※申し込みと同時にお支払いください。
問　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　☎（38）３８００
　　スポーツ振興課 ( 市民体育館内 )
　　☎（26）３５７２

第３回Ｂ＆Ｇ財団会長杯
綱引き大会参加者募集

（表示有効期間は２年間）
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国際問題に関する
無料相談会

１月31日(木)は、平成19年度「市県民税第４期」と「国民健康保険税第7期」の納期限です。お忘れなく。

期日　１月 27 日㈰
時間　10：00 ～ 16：00
会場　長野県行政書士会館
　（長野市大字南長野県町 1009-3）
電話相談　時間内同時受付
相談内容
外国人在留、入国、国際結婚・離婚、
認知、国籍取得、帰化、永住、家族・
ビジネスマン・技術者等の呼び寄せ、
外国人の雇用等の手続
※タイ語、ポルトガル語による相談可
問　長野県行政書士会
　　☎０２６（224）１３００

農家のホームページを作ろう！
中級者向け講習会
期日　２月13日㈬、16日㈯、20日㈬
講習内容
①受講者の課題
②ページ機能の改善（ブログ、入力
　フォームページの作成、アクセス
　カウンターの設置、Web カメラ
　などの自動更新、ネットショップ
　ほか）
③アクセス数のアップ（サイト登録、
　アクセス解析、Web 上での入り
　口を増やすには、Web 以外での
　宣伝方法ほか）
時間　13：00～16：00
会場　中野地域職業訓練センター
　　　１階・ＯＡ研修室
受講料　1,500円
募集人数　20人
対象者
①農家のホームページ開設支援講座
　受講者
②農業を営み、ホームページを公開
　または、公開の準備をしている方
③講習日すべてに参加できる方
※定員に余裕がある場合には、①③
　に該当しない方も申し込み可
募集期限　１月31日㈭
（定員になり次第、締め切らせて頂
きます。）
問・□申　売れる農業推進室推進係
　　(内線381)FAX（22）５９２４

有料広告（広報なかの掲載予定欄） 有料広告（広報なかの掲載予定欄）

【掲載予定封筒】
①固定資産税・都市計画税納税通知書用
②軽自動車税納税通知書用
③市民税・県民税納税通知書用（普通徴収者用）
【封筒の規格】
　各封筒(縦)１９．０㎝×(横)１２．０㎝
【広告枠の規格】
　各封筒(縦)５．５㎝×(横)９．５㎝

【発送通数及び発送時期】
税　　　目 予定発送通数 予定発送時期

固定資産税・都市計画税 18,000 通 ４月中旬
軽自動車税 7,500 通 ５月中旬
市民税・県民税 12,000 通 ６月中旬

【最低募集価格】　
①固定資産税・都市計画税納税通知書用…30,000円
②軽自動車税納税通知書用…12,000円
③市民税・県民税納税通知書用…20,000円

詳しくは、ホームページをご覧頂くか、税務課課税係（内線２２５）までお問い合わせください。

初回申込期限　１月 31 日㈭  17：30
ホームページ掲載開始日　３月１日㈯
広報なかの掲載開始号　３月６日㈭ 発行の３月号
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ

（http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/
index.htm）にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「市公式ホームページ」「広報なかの」
広 告 募 集 中 ！

　新たな市の自主財源を確保し、市民のサービス向上
を図るため、平成 20 年度に発行する各種納税通知書
用封筒の裏面に有料広告の掲載を始めますので、広告
を掲載していただける事業者等を募集します。
　なお、掲載の可否は、市の審査委員会で審査をします。
～お店や会社の PR 等、暮らしに役立つ広告を
　　　　　　　　　　　　　お待ちしています。～

詳しくは右ページをご覧ください ☞

「平成20年度各種納税通知書用封筒」
への有料広告掲載を始めます

申込期限　所定の申込書により、１月25日㈮までに申込みください。

青少年指導者のための通信教育
第 29 期生 募集
　青少年の育成や指導・教育・支援
等、幅広く青少年に関わる活動や仕
事をされている方を対象とした通信
教育です。
受講期間　２年
内容　テキスト学習（２年間）、集
合研修（３泊４日のスクーリング）
テキスト内容　青少年にたずさわる
ボランティア、人間の成長と社会的
な教育訓練の場、青少年のための明
るい地域づくりほか

申込期限　２月29日㈮
受講料　25,000円（２年分）
（集合研修時は、約３万円及び交通
費が別途必要）
申込方法　140円分の切手を同封の
上、住所、氏名を明記し、「受講の
ための手引き書」をご請求ください。
問・□申　㈳青少年育成国民会議
「青少年指導者のための通信教育」係
〒151‐0052
東京都渋谷区代々木神園町３番１号
国立オリンピック記念青少年総合セ
ンター内
☎０３（3460）４１５１

　長野県出身の大学生や大学院生または入学予定者（男子）を対象に　
寮生を募集します。
名称 ㈶信州学生協会 信濃寮 ㈶千曲寮

住所

東京都小金井市
東町３-17-43

（JR 中央線東小金井駅
南口から徒歩８分）

東京都三鷹市
下連雀６- ６-30

（JR 中央線・吉祥寺駅
から徒歩約 23 分、バス
で５分）

入寮金 40,000 円 40,000 円

寮費（月額）
（部屋代、朝夕食代）

42,000 円程度
※電気代、水道代など
　の共用費を含みます

40,000 円
※電気料は実費

募集人員 約 20 名 10 名（予定）

その他
定員：70 名（個室）
全室インターネットLAN
整備、図書館、懇談室、
食堂、浴場、テニスコート

定員：40 名（個室）
２段ベッド、クローゼッ
ト、エアコン、インター
ネット・電話（希望）

問い合わせ先
( ホームページ )

☎０４２２
　（32）５４７９
http://www.george24.
com/~shinanor/

☎０４２
　（246）０７２６
http://www.k2.dion.
ne.jp/~chikuma/

※詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

献眼登録をされた皆様へ
　中野市アイバンク等推進協議会お
よび中野ライオンズクラブから献眼
登録された方へのお知らせです。
　せっかく献眼登録をされても、ど
のような流れで、どのようにしてよ
いのかというお尋ねが大変多いので、
その流れをご紹介します。
①献眼登録をなされていたご家族が
　不幸にして死亡された場合は、即
　座に次にご連絡をしてください。

【平日の日中の場合】
　中野ライオンズクラブ事務局
　　☎（22）４８７２
　中野市アイバンク等推進協議会
　　☎（26）３１１１

【夜間・早朝など】
　知り合いのライオンズクラブ会員
へご連絡をお願いします。
　　　　　　　⇩
②連絡を頂きましたら、すぐに眼科
　医を派遣し、角膜摘手術を行いま
　す。（所要時間は約 30 分）
　　　　　　　⇩
③角膜は、冷凍保存のうえ、松本信
　大病院へ送ります。
以上の手順により献眼は終了です。
　故人に対し、厚生労働大臣、　　
　中野市長をはじめ各種団体より
　感謝状が授与されます。
　また、御霊前に献花させていた　
　だきます。

省エネ コンテスト
参加者募集 !!
～『知っている』から
　『やっている』へ省エネ本番 !! ～
　地球温暖化対策の一環として、日
常生活でのちょっとした工夫による
省エネ実践のコンテストに家庭や学
校で参加してみませんか？
　みんなで楽しく地球にやさしい省
エネにチャレンジしましょう！
参加申込期限　２月 29 日㈮
問　㈶省エネルギーセンター
　　「省エネコンテスト」事務局
　　☎０３（5543）３０１３
http://www.eccj.or.jp/contest08/

～冬の省エネ～
★暖房は、室温 20℃を目安に温度調整をしましょう。
★暖房機器は、不必要なつけっぱなしをしないようにしましょう。
～見直してみましょう～
★冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置しましょう。
★部屋の照明を購入するときは、省エネ型の電球型蛍光ランプを使用するようにしましょう。
★電気、ガス、石油機器などを買う時は、省エネルギータイプのものを選びましょう。
　（㈶省エネルギーセンター　省エネ性能カタログ　http://www.eccj.or.jp/catalog/)
～こまめに省エネしましょう～
★冷蔵庫の庫内は、季節にあわせて温度調整を行い、ものを詰め込み過ぎないように整理整
　頓しましょう。
★電気ポットなどの電気製品を長時間使わない時には、コンセントからプラグを抜くように
　しましょう。
★テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をしないようにしましょう。
★シャワーは、お湯を流しっぱなしにしないようにしましょう。
★お風呂は、間隔をおかずに入るようにして、追い焚きをしないようにしましょう。
★車の運転の際には、経済速度を心がけ、急発進、急加速をしないようにしましょう。
★外出時は、できるだけ電車・バスなど公共交通機関を利用するようにしましょう。
★タイヤの空気圧は、適正に保つように心がけましょう。
★アイドリングは、できる限りしないようにしましょう。

省エネしましょう！

信濃寮・千曲寮　入寮者募集



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット
★五月人形★プリンター・スキャナー★タイヤ
チェーン★破魔矢★水槽 ( 飼育セット付 ) ★鏡台
★大正琴★布団★天ぷら鍋★エレクトーン★味噌
桶★人形ケース★マッサージチェアー★電気ス
トーブ★ぶどう収穫箱★アマチュア無線機★本箱★
スノースクート★除湿機

★車イス★ノートパソコン★窓用クーラー★電動
自転車★子供服（双子の男の子用・１才の女の子用）★テレビ
★車用スピーカー(屋根設置)★ガスコンロ★幼児用自
転車★溶接機★戦隊モノ玩具★ビデオデッキ★こ
たつ布団★アマチュア無線機★血圧計★体温計★
子供用スキーセット★ベビーカー★チャイルドシート

申し込み先　市民課生活交通安全係（内線238）
問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）または
豊田支所市民環境課市民環境係（内線135）

平成20年1月号31 平成20年1月号 30

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　13：30 ～ 16：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　13：30 ～ 15：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

結婚相談
日時　毎月第１・３日曜日　14：00 ～ 16：00
会場　中野人権センター
問　　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

行政相談
期日　１月10日㈭、２月12日㈫、３月10日㈪
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　13：00～16：00
　　　豊田会場：豊田支所相談室　９：00～11：30
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）９：00 ～ 17：00
　　　（面接）９：00 ～ 13：00
会場　中野人権センター（☎ 23-4810）

交通事故巡回相談
日時　毎月第３木曜日　10：00 ～ 15：00
会場　北信地方事務所（☎ 23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　14：00 ～ 16：00
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　８：30 ～ 17：00
会場　南宮庁舎職業相談室（☎ 23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　市役所内　子ども相談室（内線 278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　10：00 ～ 11：00
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎ 22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
　　　☎ 23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005
没後50周年記念企画展「丸山弁三郎の筆意」
２月24日㈰まで
衆議院議員、長野市長を務めた丸山弁三郎氏の墨蹟
を紹介します。
中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718
たかやしろ土と炎の会（陶芸作品展）
１月20日㈰まで
田中ゆきひと干支福のれん展
１月31日㈭まで
中野西高校書道・美術作品展
１月21日㈪～２月３日㈰
市内中学校・高等学校の制服の移りかわり展
２月６日㈬～２月18日㈪
長野オリンピック10周年記念ピンバッジ・グッツ展
２月１日㈮～３月14日㈮

展示
歴史民俗資料館、中野陣屋・県庁記念館の展
示案内です。是非、ご覧ください。

展 示 案 内 年金
「ねんきん特別便専用ダイヤル」
☎０５７０－０５８－５５５

「ねんきん特別便」
住所変更手続きなどのお願い

　平成19年12月から平成20年10月までに、すべ
ての方に「ねんきん特別便」をお送りします。
 住所変更の届出がお済みでない方 
　以下の手続き先で手続きをお願いします。
・国民年金第１号被保険者　…市町村役場の窓口
・厚生年金加入者　　　　　　厚生年金加入者の
・国民年金第３号被保険者　　お勤め先
・年金受給者　…　社会保険事務所
 結婚などで名字が変わった方 
　お手持ちの古い年金手帳を確認していただき、
氏名変更の届出をされていない方は、変更の届出
をお急ぎくださいますようお願いします。
「ねんきん特別便」の内容確認と回答 
　社会保険庁が把握している加入記録について、
記録にもれがないか十分に確認した後、訂正がな
い場合には同封の「確認はがき」を、訂正がある
場合には「年金加入記録照会票」を必ず提出して
いただきますよう、ご協力をお願いします。

(平成19年11月21日～12月20日)
●科野小学校図書館の充実のため、
　図書カード（50,000円）
　＜東京都葛飾区・上原宗吉　様＞
●たかやしろ保育園児の保育用品として、
　図書カード（15,000円）
　＜倭地区社会福祉協議会　様＞
●文化芸術振興のため、現金（64,020円）
　＜㈱ミズケン、水和会　様＞
●歴史民俗資料館企画展「丸山弁三郎の筆意」資料
　として、図書（100冊）
　＜長野市・市村友子　様＞
●社会福祉のため、現金（500,000円）
　＜中央・海野定男　様＞
●社会福祉のため、現金（12,720円）
　＜上小田中分館　様＞
●社会福祉のため、現金（100,000円）
　＜ＪＡ中野市女性部　様＞
●社会福祉のため、現金（120,000円）
　＜朝日生命労働組合長野支部　様＞
●社会福祉のため、現金（37,000円）
　＜中高建設労働組合　様＞

ご寄付　ありがとうございました

　10 月１日から始まった「可燃ごみ・埋立ごみ
の有料化」及び「プラスチック製容器包装の分別
収集」に伴い、10 月、11 月のごみの量は可燃・
埋立とも例月を大きく下回りました。
　各区の役員さんをはじめ、市民の皆さんのご協
力に感謝申し上げます。　　　　　　　（単位：ｔ）

シリーズ ごみ減量化①

ゆずってください

ゆずります

ご利用ください。
(12月27日現在で掲載)

※中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画ミュージアムは、
　３月末まで臨時休館です。

区分 月 18 年度 19 年度 前年度対比

可
燃
ご
み

5 1,356.38 1,261.29 △ 7.0%
6 1,190.66 1,168.21 △ 1.9%
7 1,237.16 1,247.24 0.8%
8 1,347.98 1,393.67 3.4%
9 1,216.62 1,498.64 23.2%
10 1,225.48 828.68 △ 32.4%
11 1,182.00 861.76 △ 27.1%

埋
立
ご
み

5 28.22 17.32 △ 38.6%
6 17.04 14.87 △ 12.7%
7 12.98 13.89 7.0%
8 14.11 15.60 10.6%
9 16.09 43.15 168.2%
10 15.16 9.82 △ 35.2%
11 15.69 7.14 △ 54.5%

(参考)プラスチック
　製容器包装

10 － 31.71
11 － 37.35

 

人口
と
世帯

人　口 46,316 人 (-18)
男 22,357 人 (-15)
女 23,959 人 (-3)

世　帯 14,929 戸 (+3)
平成19年12月１日現在　(国勢調査を基に推計）

【訂正とおわび】広報なかの 12 月号で誤りがあ
りました。次のとおり訂正し、おわびします。
正：「男：22,372 人 (-23)」
誤：「男：22,395 人 (-23)」

人口・世帯数の掲載は下段に移動しました。



判断の目安をホームページで確認

 「こどもの救急」は夜間や休日
などの診療時間外に、お医者さん
にかかるかどうか、判断の目安を
日本小児科学会が提供してるホー
ムページです。
　可能であれば、救急外来に受診
する前にご確認いただき、判断の
一助としてください。

ホームページアドレス
 http://www.kodomo-qq.jp/

「こどもの救急」
　　　　をご活用ください

保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所健康福祉課 ☎38-3111(PHS 6120）
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　人見知りせず、誰とでもすぐ
に仲良くなれる女の子で、ボー
ル遊びが大好きです。
　元気よく、みんなに愛される
子に育ってほしいです。
（岩本武志・晴美さん　新保）

岩本　梨
り

愛
な

ちゃん
（３歳２か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年１月10日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

検診名 検 診日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

１月22日㈫ 19年９月生まれ

７か月
健　診 １月23日㈬ 19年５月生まれ

１　歳
６か月
健　診

１月25日㈮ 18年６月生まれ

２　歳
健　診 １月21日㈪ 17年12月生まれ

３　歳
健　診 １月24日㈭ 16年12月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／１月22日㈫
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年９月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時50分
< 中野保健センター >
２月４日㈪…日野､延徳､平野､高丘､平岡
　　 5 日㈫…中野､長丘､科野､倭
< 豊田保健センター >
　　６日㈬…豊田地域
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　　
　　   　    (３～８週間隔で３回接種)
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
 　　　　 （Ⅰ期初回終了後12～18か      
                月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

平成20年１月号 32

マタニティクラス
期日／２月８日㈮
時間／午後１時15分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、もく浴演
　　　習・妊婦体験、チャイルドシー
　　　ト装着について

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　で、就学前の１年間(保
　　　　育園、幼稚園の年長児)
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン

接種済みの幼児も、第２期とし
て麻しん・風しん混合ワクチン
を接種できます。

※毎月実施していますので、接種
される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

※豊田地域の方も、中野保健セン
ターで接種を受けられます。

　小児救急電話相談
「＃８０００」

ご利用ください

　お子さんの急な病気やけがの相談に対し、乳幼児・小児の医療相談
に経験豊富な助産師がアドバイスする「小児救急電話相談」を実施し
ています。
○電話番号　＃8000
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話の場合は
　☎０２６３（７２）２０００へ
○相談日時　毎日午後７時～ 11 時

　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供－こだわりが強い、登校拒否、
　　　家庭内暴力、過食など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、意
　　　欲減退、おかしな事を言うなど
期日／２月14日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
申込期限／２月12日㈫
申込先／市役所健康長寿課または　
　　　　豊田支所健康福祉課

心の健康相談

　新たに成人となる「はたち」の
皆さんを中心に実施しています。
ぜひご協力ください。
期間／２月29日㈮まで
問合せ先／長野県赤十字血液セン
　　　　　ター☎026(228)1414

はたちの献血キャンペーン
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第　６　号
平成20年１月 10日
・編集・発行
中野市人権センター
中野市豊田人権センター

・印刷　高 錦 堂 印 刷 所

中野市・安曇野市に住む外国の方への
アンケートから考えたこと

中野市立平野小学校６年３組
　私達は５年生の時から、総合的な学
習の時間に外国の方との交流を通し外
国の文化にふれてきました。その中
で、日本での暮らしは楽しいことばか
りではなく、外国人ということで偏見
や差別を受けた経験のある方もいらっ
しゃることが分かってきました。
　また、ＡＮＰＩＥ（長野県国際交流
推進協会）の方達のように、偏見を受
けながらそれらをなくしていけるよ
う、外国から日本に来ている方達をサ
ポートしている人がいることも知りま
した。そこで、私達は中野市に住むブ
ラジルの方と、ＡＨＮ（安曇野ハート
ネットワーク）の方にアンケートを行い（31人から回答　回収率40％）、生活環境のよさを知ったり人
権の問題について考えたりしました。

アンケート結果とアンケートから思ったこと
※　問２からは重複回答・問 3 からは回答の多い順に記述

「あなたの性別を教えてください」　　男性　19 人　　女性　　12 人

「あなたは日本語について、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことについて、それ
ぞれ次のどれに当てはまりますか」

問１

問２

聞くこと 話すこと 読むこと 書くこと

できる 17 人 14 人 11 人 8 人

できない 14 人 17 人 20 人 23 人

聞くこと、話すことのできる方とできない方はおよそ半々で、読むこと、書くことはで
きる方よりできない方の方が多いことが分かりました。それは、外国の方は読み書きが
苦手ということです。だから、母国語での情報発信やローマ字表記をふやしていくこと
が必要なことだと思いました。

思ったこと

外国の方とお話しながら交流を深めました

人権啓発
広　報心をひらく



２　心をひらく

「あなたは、中野市・安曇野市で生活されていて困ったことはありますか」問３

１位が「特にない」ということになったのは、多くの日本人が優しく接しているとか、
外国の方が小さい問題を自分達で解決していこうとする強い意志があるからだと考えま
した。２位の「市役所からの情報がわかりにくい」ということですが、最近のごみの分
別方法は外国の方にはわかりにくいのではないかと思いました。このような身近な文化
の違いから近所の人とトラブルになる事例もあるそうです。

思ったこと

１　特にない（12 人）　　　　　　 　２　市役所などの行政からの情報がわかりにくい（10 人）
３　言葉が分からないために病院に行きにくい（9 人） 　４　近隣住民と親しくつきあえない（7 人）
５　電車やバスなどの交通機関の利用の仕方が分からない（6 人）　 ６　食べ物が合わない（3 人）

「あなたが中野市・安曇野市に住んでおられて、よかったと思うことは何ですか」問４
１　緑豊かな自然環境がよい（31 人）　　　　２　近隣の人達が親切である（10 人）
３　食べ物がおいしい（９人）　　　　 　　　４　働く環境が整っている（６人）

私達の自然環境をこれからも大切にしていったり、「近隣の人が優しい」
という人数が増えていったりするようになればいいなと思いました。

思ったこと

「あなたは、外国人ということで不快な経験をされたことがありますか」問５

一番多かった「知らない人からじろじろ見られた」ということですが、私達のクラスで
も珍しそうに見てしまったという意見がありました。相手の気持ちを考えると失礼なこ
とだと思います。また、二番目に多い「母国や、民族を傷つけられるような言葉を言わ
れた」については、日本は経済的に豊かなので、相手の国を貧しい等と言ってしまうの
ではないかと思います。自分達の育ったところを悪く言われるのはとても悲しいことな
ので、やめていくべきです。

思ったこと

１　知らない人にじろじろ見られた（14 人）
２　母国や民族を傷つけられるような言葉を言われた（11 人）
３　「外国人お断り」という表現を見た（3 人）　　
４　特にない（3 人）　　　　５　バスや電車などで自分を避けるようにされた（1 人）

「あなたは、日常生活上で問題が生じた場合、誰に相談しますか」問６

１位は「家族や友人」でしたが、２位は「職
場の日本人」ということで、日本人に相
談する人も多くてうれしかったです。で
も、「相談する人はいない」と答えた人
が２人います。人数は少ないけれど、相
談する人がいないということはとても大
きな問題です。周りの人達が支えていけ
るといいと思います。

思ったこと

１　家族や同じ国から来た友人（16 人）　　　　 ２　職場の日本人（12 人）
３　外国人支援団体（10 人）　　　　　　　　　 ４　近隣の人（4 人）
５　市役所や日本語教室（4 人）　　　　　　　　６　相談する人はいない（2 人）

ANPIE の方との交流から



　　心をひらく　３

「あなたが中野市・安曇野市で充実して欲しいサービスは何ですか」問７

私達は、「もっと日本（語）を学ぶ場をふやして欲しい」という事が多いと予想してい
ましたが、逆に「日本人がもっと外国のことを分かって欲しい」ということが一番多かっ
たです。その結果から私達は、外国の文化にふれていく機会や、日本の文化についても
もっとよく知っていくような勉強が必要だと思います。また、「外国人への差別や偏見
を無くすための教育を進める」と感じている外国の方が多いことは、それだけ差別や偏
見を感じていらっしゃるのではないかと思い、大きな問題だと思いました。

思ったこと

１　日本人が外国の文化や習慣を学ぶ（17 人）　
２　外国人への差別や偏見を無くす教育を（15 人）
３　ローマ字を使った表記をふやす（11 人）　
４ 　ひらがなやふりがなを使った表記をふやす（11 人）
５　日本語を学ぶ場を市内にもう少しふやして学ぶ機会を（11 人）
６　外国人同士が交流するようなパーティーを（10 人）　　　７　特にない（2 人）

「あなたが小学生の私達にして欲しいことはどんなことですか」問８

１位の「明るく挨拶をして欲しい」というのは、誰にでもできることなので私達も心が
けていきたいです。また、３位は「交流の機会をつくって欲しい」ということで、外国
の方にとってふれあいの場が少ないという問題があるのだと思いました。以前、外国の
方と交流をした時に、私達を母国の子どもや兄弟のようだと言ってくれていました。日
本に来て寂しい思いをしている方も多いのではないかと思いました。

思ったこと

１　明るく挨拶をして欲しい（17 人）　　
２　外国人だからといって変な目で見ないで欲しい（16 人）
３　交流の機会をつくって欲しい（14 人）　　　　　　
４　もっと母国の文化を知って欲しい（9 人）
５　学校でどんな勉強をしているか伝えて欲しい（9 人）　　
６　学校行事に招待して欲しい（６人）

　私達は、なぜ日本人が外国の方に対して偏見を持ったり差別をしてしまったりするのかを考えました。
「経済力の高さから外国を低く見てしまう」「外国人の事件のニュースが大きく取り上げられるため」「日
本人は肌の色や文化の違いなど、『違い』を受け入れにくい」等です。特に「違いを受け入れないこと」
について、私達は人と違ったり目立ったりすることはいけないことだと思ってしまうところがあります。
でも、外国では人と違うことは当たり前だし、よいことと考えられているのだそうです。違いが当たり前
と思える日本にしていきたいです。
　この他、インターネットによる人権侵害など、私達の身の回りにはたくさんの差別があることも学習し
ました。このような学習をしている私達ですが、自分達の中にも差別の芽があることに気づきました。ク
ラスの中で友達の悪口を書いた手紙が見つかったり、あだ名で呼んで悲しい思いをさせたり、相手の気持
ちを考えずにからかってしまったりすることがあるのです。
　先日、法務局の方が「私達人間は弱さを持っている。差別をして
しまった時に、それを直していくことが重要なんです」とお話され
ました。差別をしないためにも、差別に負けないためにも自分の弱
い心に負けないようにしたいです。そして、「私はこう思うけれど、
あの人はどう思っているだろう」「周りの人はどう思っているだろ
う」そんなふうに相手の立場に立って考えていきたいと思いました。
　私達は、このような学習を、自分達だけのものにしているのでは
なく、より多くの人に分かってもらうことが大事ではないかと考え
て、今回発信をすることにしました。ご意見ご感想がありましたら
お寄せいただけるとうれしいです。

　

人
権
セ
ン
タ
ー
人
権
教
育
講

座
と
あ
わ
せ
て
、
平
野
小
学
校

６
年
３
組
の
皆
さ
ん
が
２
年
間

取
り
組
ま
れ
た
、
外
国
人
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
の
「
発
表
会
」

を
２
月
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

期
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
広

報
な
か
の
２
月
号
」
に
掲
載
し

ま
す
。 お

知
ら
せ
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対
象
者　

中
野
市
民

期　

日　

２
月
２
日
（
土
）

時　

間　
９
時
～
正
午

場　

所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

材
料
費
実
費　

持
ち
物　

出
刃
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
　
　
　

タ
ッ
パ
ー

申
込
期
限　

１
月
28
日
（
月
）
ま
で

連
絡
先　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で

対
象
者　

中
野
市
民

期　

日　

２
月
12
日
（
火
）

時　

間　

10
時
～
１
時

場　

所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講　

師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

参
加
費　
５
０
０
円

定　

員　

15
名

申
込
期
限　

２
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

連
絡
先　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で

交
流
料
理
教
室 

⑤

交
流
料
理
教
室【
豊
田
・
②
】

　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
野
市
に

お
住
ま
い
の
外
国
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
ア
ジ
ア
ン
ノ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

中
野
市
民

期　
　

日　

２
月
20
日
（
水
）

時　
　

間　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

講　
　

師　

小
林
サ
チ
コ
さ
ん

参
加
費　
３
０
０
円

申
込
期
限　
２
月
18
日
（
月
）
ま
で

連
絡
先　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ア
ジ
ア
ン

　
ノ
ッ
ト
の

ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
づ
く
り

「
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」開
催

　

平
成
19
年
10
月
６
日
（
土
）
、
「
人
権
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
桂
こ
け
枝
さ

ん
に
よ
る
人
権
落

語
」
や
各
種
作

品
・
人
権
ポ
ス

タ
ー
の
展
示
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
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ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
野
外
チ
ャ
リ

テ
ィ
販
売
を
行

い
、
売
上
金
の
一
部
、
四
万
二
千
四
十
五
円
を
人
権
セ

ン
タ
ー
実
行
委
員
会
名
で
、
中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
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込
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は

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー　
　
　

電
話
２
６
‐
２
２
８
７

中
野
市
豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー　

電
話
３
８
‐
３
５
２
２



１　農業委員会だより

平成 20 年１月 10 日
第 35 号

１
　
委
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

無
断
転
用
の
実
態
調
査
を
行
な
う

の
で
、
人
的
の
協
力
、
特
定
法
人

貸
付
事
業
の
実
現
、
ま
た
市
民
農

園
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
。

２
　
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
調
査
を

し
た
遊
休
荒
廃
農
地
に
つ
い
て
、

① 

遊
休
荒
廃
農
地
対
策

② 

農
産
物
の
振
興
策

１
　
中
野
市
の
特
産
品
を
指
定
し
、

「
中
野
ブ
ラ
ン
ド
」
を
全
国
に
発

信
し
て
下
さ
い
。

２
　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
無
く
す

為
、
協
議
会
等
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
野
市
型
の
防
護
施
設

な
ど
新
し
い
施
策
を
研
究
・
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
本
年
か
ら
、
野
菜
等
の
品
目

別
経
営
安
定
対
策
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
早
急
に
中
野
市
版
野

菜
、
果
樹
の
品
目
別
経
営
安
定
対

策
を
ま
と
め
て
頂
く
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

４
　
都
市
住
民
等
と
の
交
流
を
よ

り
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
新
規

就
農
者
が
容
易
に
農
業
経
営
に
参

③ 

循
環
型
農
業
の
推
進

１
　
き
の
こ
廃
培
地
や
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と

で「
循
環
型
社
会
」「
循
環
型
農
業
」

が
構
築
で
き
ま
す
。
可
燃
ご
み
の

減
少
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

２
　
本
年
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
が
始
ま
り
、
食
の
安
全
・

安
心
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
農
薬
の

適
正
使
用
と
飛
散
防
止
対
策
な
ど
、

周
知
徹
底
を
進
め
、
作
物
の
団
地

化
の
指
導
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

３
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
は
、
農
地
や
水
路
、
環
境
保

全
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
共
同
活
動
へ
の
助
成
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
。
当
市
で
の
助
成
措

置
の
充
実
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

④ 

農
業
後
継
者
の

 　
　
　
　

配
偶
者
問
題

１
　
農
業
後
継
者
の
配
偶
者
不
足

問
題
は
本
人
同
士
の
問
題
で
す
が
、

き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
若
者
も

多
く
い
ま
す
。
農
業
委
員
も
協
力

を
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
出
会
い
の
場
、

ま
た
農
家
民
泊
な
ど
農
業
体
験
希

望
者
を
募
り
、
交
流
の
場
を
設
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議

　
昨
年
十
月
九
日
に
、
会
長
ほ
か
代
表
委
員
で
青
木
市
長

に
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
概

要
は
次
の
通
り
で
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

農
業
委
員
会
会
長 

武 

田 

俊 

道

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
当
委
員
会
に
ご
指
導
、

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

に
よ
り
施
設
農
業
を
行
な
っ
て
居

る
方
々
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
事
に
、
改
め
ま
し
て
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
実
施
さ
れ
ま
し
た

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、

今
ま
で
の
自
民
党
の
農
業
政
策
に

農
業
者
や
地
方
の
方
々
か
ら
の
批

判
票
が
民
主
党
に
集
ま
り
敗
退
し

ま
し
た
が
、
自
民
党
は
昨
年
暮
れ

に
な
っ
て
よ
う
や
く
小
規
模
農
家

や
米
政
策
や
農
業
政
策
見
直
し
を

計
画
し
た
よ
う
で
す
。
遅
き
に
期

し
た
か
な
と
言
う
勘
が
い
た
し
ま

す
が
、
こ
の
事
に
よ
り
多
少
変
わ

る
の
で
は
と
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

も
当
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
供
に
、
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
今
年
こ
そ
は
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
地
保
有
合
理
化
法
人
な
ど
に
集

積
し
、
管
理
耕
作
が
出
来
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

３
　
狭
隘
な
道
路
・
施
設
な
ど
条

件
が
悪
い
農
地
の
有
効
利
用
出
来

る
よ
う
、
農
業
委
員
も
協
力
す
る

の
で
、
道
路
・
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
、
お
願
い
し
ま
す
。

４
　
農
村
集
落
が
崩
壊
す
る
前
に
、

「
集
落
営
農
」
の
推
進
を
積
極
的

に
Ｊ
Ａ
へ
働
き
か
け
、
農
業
委
員

を
活
用
し
た
中
野
市
版
の
「
集
落

営
農
」
を
構
築
す
る
事
を
、
お
願

い
し
ま
す
。

入
で
き
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

５
　
農
作
物
の
共
済
掛
金
の
助
成

措
置
の
引
き
上
げ
を
、
お
願
い
し

ま
す
。



農業委員会だより　２

農業委員会だより

  「
中
野
ま
つ
り
」
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て

　
十
月
六
日
～
七
日
東
京
都
中
野

区
の
「
中
野
ま
つ
り
」
に
農
業
委

員
、
ほ
か
の
人
達
と
参
加
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
会

場
の
都
営
駐
車
場
に
は
中
野
市
の

ブ
ー
ス
を
始
め
沢
山
の
ブ
ー
ス
が

並
び
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
見
え

ら
れ
大
盛
況
の
中
野
ま
つ
り
で
し
た
。

　
中
野
市
か
ら
は
、
農
業
委
員
の

ほ
か
市
売
れ
る
農
業
推
進
室
、
市

振
興
公
社
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
、
ア
ッ

プ
ル
ち
ゃ
ん
応
援
隊
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

新
た
に
「
首
都
圏
ふ
る
さ
と
信
州

中
野
会
」
の
皆
さ
ん
に
も
消
費
宣

伝
に
ご
協
力
頂
き
、
二
日
目
に
は

青
木
市
長
さ
ん
も
お
見
え
に
な
り

ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
で
は
、
特
産
の
キ
ノ
コ

「
え
の
き
茸
・
ブ
ナ
シ
メ
ジ
・
エ

リ
ン
ギ
・
ナ
メ
コ
」
の
販
売
を
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
信
州
味
噌
を

使
っ
て
の
キ
ノ
コ
汁
は
好
評
で
手

を
休
め
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
果
樹
は
、
り
ん
ご
、
梨
、
巨
峰

ブ
ド
ウ
の
販
売
を
行
い
、
特
に
り

ん
ご
の
売
れ
行
き
が
良
く
「
美
味

し
か
っ
た
の
で
ま
た
買
い
に
来
ま

し
た
」
と
二
日
目
も
見
え
ら
れ
、

早
々
の
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
産
物
の
他
に
信
州
中
野
の
お

土
産
品
の
販
売
も
し
ま
し
た
。

　「
愛
と
巡
り
逢
い
の
ロ
マ
ン
」

と
題
し
た
月
の
兎
の
グ
ッ
ズ
土
人

形
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
月
の
兎
の

運
呼
の
三
種
類
の
販
売
を
行
い
、

月
の
兎
の
運
呼
の
変
わ
っ
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
お
客
さ
ん
も
戸
惑
っ
て

い
ま
し
た
が
、
試
食
を
し
て
頂
き

な
が
ら
説
明
を
し
た
所
、
徐
々
に

売
れ
二
日
間
で
全
て
完
売
し
、
中

野
の
良
い
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
の
で
は
。

　
二
日
間
を
通
じ
都
会
の
方
々
と

触
合
い
が
出
来
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
40
％

を
切
る
中
で
、
地
産
地
消
に
向
け

て
よ
り
安
全
な
農
産
物
を
提
供
し

な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
建
議
書
」
の
な
か
に

あ
る
、「
中
野
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国

発
信
」
の
一
端
を
担
え
た
の
で
は

と
思
い
つ
つ
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
　
農
業
委
員　

小
林 

進

  

雨
情
の
里
港
ま
つ
り

  　
　
　
　

に
参
加
し
て

　

  

農
業
委
員　

小
林 

利
雄

　
十
一
月
四
日
に
中
野
市
と
音
楽

姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
北
茨
城

市
の
「
港
ま
つ
り
」
に
、
農
業

委
員
の
黒
川
委
員
と
私
そ
れ
に
、

市
、
Ｊ
Ａ
、
ア
ッ
プ
ル
応
援
隊
の

二
十
二
名
の
参
加
で
、
大
津
漁
港

に
早
朝
着
き
テ
ン
ト
を
張
り
、
商

品
を
並
べ
て
い
る
そ
ば
か
ら
お
客

さ
ん
が
詰
掛
け
大
忙
し
で
し
た
。

最
初
は
、
夜
行
バ
ス
と
言
う
こ
と

も
あ
り
、
や
や
頭
が
ボ
ン
ヤ
リ
し

て
お
り
計
算
が
上
手
く
行
か
ず
、

お
客
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。
慣
れ
て
来
る
と
大
き

な
声
も
出
、
お
客
さ
ん
と
の
対
応

も
出
来
る
様
に
成
り
ま
し
た
。

　
港
ま
つ
り
は
、
正
面
の
舞
台
で

歌
手
の
唄
、
踊
り
等
を
行
い
、
道

路
に
テ
ン
ト
を
張
り
各
種
団
体
の

食
べ
物
の
店
、
催
し
物
通
り
、
露

天
商
の
出
店
等
、
多
く
の
皆
様
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
少
々
疲
れ
た
頃
に
、
茨

城
の
地
で
中
野
の
人
達
に
激
励
を

受
け
、
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
候
が
良
く
、
り
ん
ご
は
早
々

と
売
り
切
れ
、
他
の
農
産
物
も
午

後
に
は
完
売
し
ま
し
た
。

　
地
元
の
方
々
の
「
毎
年
買
い
に

来
る
」
と
言
う
暖
か
い
言
葉
を
頂

き
、
今
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
の
成
果
が
出

て
い
る
の
か
な
？
　
今
年
も
少
し

は
Ｐ
Ｒ
が
出
来
た
の
か
な
？
　
と

思
い
な
が
ら
一
日
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　
翌
日
国
道
50
号
線
を
通
り
、
荒

廃
農
地
の
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
」
の
黄
色
の
花
を
綺
麗
と
見

る
か
？
　
農
業
委
員
と
し
て
は
複

雑
な
気
持
ち
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

  

こ
れ
が
ホ
ン
ト
の

  　
　
　
　

手
前
み
そ

　

  

　
　
　
　
小
林 

春
子

　
あ
る
時
、
料
理
の
本
に
「
手
づ

く
り
み
そ
」
が
載
っ
て
い
た
。
と

て
も
簡
単
に
出
来
そ
う
で
、
友

人
達
と
一
度
試
し
に
作
っ
て
み

よ
う
と
い
う
事
に
な
り
、
初
め

て
「
み
そ
」
を
作
っ
た
。
そ
れ
が

十
二
、三
年
位
前
だ
っ
た
ろ
う
か
。

大
豆
は
、
義
父
母
が
作
っ
た
物
を

使
っ
て
い
た
が
、
三
年
ほ
ど
経
っ

た
頃
、
知
人
の
耕
作
を
し
て
い
な

い
畑
を
借
り
て
栽
培
す
る
事
を
決

め
た
。
地
方
事
務
所
の
専
門
家
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
密
植
栽
培

で
無
農
薬
。
立
派
な
大
豆
が
取
れ

た
。
仲
間
は
四
人
。
皆
と
て
も
忙

し
い
。
雪
の
降
る
前
日
に
収
穫

し
、
そ
の
ま
ま
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
れ
、「
豆
は
た
き
」
は
春
、

選
別
は
み
そ
豆
を
炊
く
一
日
二
日

前
と
い
う
有
様
。
そ
れ
は
、
十
年

以
上
経
っ
た
今
で
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　
道
具
は
、
大
釜
と
豆
を
つ
ぶ
す

機
械
。
仲
間
の
家
に
あ
っ
た
、
昔

近
所
が
共
同
で
使
っ
て
い
た
も
の

を
借
り
た
。
大
切
に
扱
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
、
ど
こ
も
傷
ん
で
い
な

か
っ
た
。

　
豆
は
大
釜
で
三
回
は
炊
く
、
煮

豆
を
つ
ぶ
す
機
械
を
回
す
の
は
、

そ
れ
は
大
作
業
だ
。
見
る
に
見
か

ね
た
父
ち
ゃ
ん
達
、
電
動
で
回
せ

る
よ
う
に
改
造
し
て
く
れ
た
。
早

い
こ
と
！
　
楽
な
こ
と
！
　
今
で

は
大
豆
の
栽
培
も
、
機
械
仕
事
は

や
っ
て
く
れ
る
し
、
草
取
り
も
収

穫
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
…
…
…
…

や
っ
ぱ
り
一
番
頼
り
に
な
る
。

　
塩
も
ち
ょ
こ
っ
と
は
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
糀
も
手

作
り
し
て
み
た
い
。
ま
た
来
春
、

つ
ぶ
し
た
煮
豆
の
山
を
囲
ん
で
、

糀
と
塩
を
ま
ぜ
な
が
ら
、
に
ぎ
や

か
に
楽
し
く
、お
い
し
い
「
み
そ
」

を
仕
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
会
長
代
理
　
海
野
鐵
治

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
地
域
格
差
、
限
界
集
落

な
ど
の
用
語
が
新
聞
に
記
載
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
防

止
す
べ
き
で
す
。
今
年
は
優
れ
た

展
望
の
拓
け
る
よ
う
、
農
業
委
員

会
も
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
農
水
省
で
は
「
農
村
漁
村
を
元

気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
募
り
ま
す
」

と
国
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
、

具
体
的
に
活
か
す
方
法
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
も
同
様
な
意
見

を
議
論
し
、
建
議
を
行
な
い
、
地

域
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

　
今
年
か
ら
の
編
集
委
員
に
土
屋

周
治
、
小
林
一
善
、
市
川
志
津
、

海
野
鐵
治
が
成
り
ま
し
た
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集

記
後
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季
節
の
コ
ラ
ム

もちつき大会
　

平
成
に
変
わ
っ
て
、今
年
で
二
十
年
、昭
和
天
皇

が
昭
和
六
十
四
年
の
一
月
七
日
午
前
六
時
三
十
三

分
に
崩
御
さ
れ
て
、翌
日
の
八
日
午
前
零
時
か
ら

「
平
成
」の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
平
成
」と
い
う
こ
と
ば
の
も
と
は
、「
内
平
か
に

外
成
る
」と
い
う
中
国
の
古
典
に
あ
る
成
句
で
、

「
平
成
」に
こ
め
ら
れ
た
意
味
は「
国
際
化
時
代
を

迎
え
て
内
外
と
も
に
平
和
が
つ
づ
く
こ
と
」を

願
っ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
国
際
貢
献
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
論
議

さ
れ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、新
し
い
年
の
初
め
に
、

豊
か
な
国
日
本
と
世
界
の
平
和
が
実
現
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。

あおぞら
　

新
し
い
年
の
始
ま
り
の
月

１
月
。
始
ま
り
と
い
う
の
は

気
持
ち
の
よ
い
も
の
だ
。
１

年
３
６
５
日
、
い
う
ま
で
も

な
く
地
球
が
太
陽
の
周
り
を

１
周
す
る
の
に
こ
れ
だ
け
か

か
る
。
こ
の
３
６
５
日
と
い

う
日
数
は
人
間
が
日
々
生
活
す
る
の

に
区
切
り
と
し
て
ち
ょ
う
ど
良
い
よ

う
に
思
え
る
。
ず
っ
と
こ
の
サ
イ
ク

ル
で
生
活
し
て
い
る
か
ら
と
言
う
こ

と
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
気

が
す
る
。

　

も
し
１
年
が
倍
の
７
３
０
日
だ
っ

た
と
し
た
ら
、
も
っ
と
だ
ら
だ
ら
し

て
人
間
本
来
の
怠
け
癖
が
あ
か
ら
さ

ま
に
出
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、
半
分

の
１
８
２
日
だ
っ
た
ら
結
果
ば
か
り

気
に
し
て
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
う
ち

に
１
年
が
終
っ
て
し
ま
う
。
年
末
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
年
始
も
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
新
し
い
年
を
迎
え
る

あ
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
爽
や
か
な

気
持
ち
さ
え
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
。

　

誰
に
と
っ
て
も
新
年
と
は
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
迎
え
た
い
も
の
で
あ

り
、
み
ん
な
新
し
い
期
待
の
よ
う
な

何
か
を
心
の
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

Ｈ
・
Ｋ)

『
と
も
に
学
ぶ
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各
地
の
状
況

　
北
海
道
の
稚
内
に
近
い
枝
幸

（
え
さ
し
）
町
へ
行
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
も
過
疎
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

過
疎
化
の
町
で
は
、「
過
疎
化
を

止
め
る
に
は
」
と
聞
か
れ
ま
し
た

が
、
最
近
風
潮
が
変
わ
り
「
残

っ
て
い
る
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る

か
」「
今
居
る
子
ど
も
に
ど
ん
な

寄
り
添
い
方
が
大
事
か
」
と
の
話
で

呼
ば
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
県
の
新
居
浜
は
、
別
子
銅

山
の
有
っ
た
ま
ち
で
す
が
、
千
何

百
人
い
た
小
学
生
が
、
今
85
人
し

か
い
な
い
。
そ
の
子
ど
も
に
ど
ん

な
教
育
が
必
要
か
を
、
町
を
挙
げ

て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
三
重
県
の
賢
島
で
は
、
不
登
校

や
高
校
を
退
学
し
た
数
人
の
子
ど

も
に
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
ら

い
い
の
か
。
何
か
の
理
由
で
ド
ロ

ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
子
を
ど
う
救
う

か
を
、
町
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
区
に
よ
り
高
校
に
特
別
の

学
科
、
海
辺
で
す
の
で
、
漁
師
学

科
と
か
海
士
（
あ
ま
）
学
科
、
板

前
学
科
を
作
り
ま
し
た
。
経
済
的

理
由
の
子
も
い
る
の
で
、
板
前
の

修
行
、
店
で
働
き
給
料
を
も
ら
い

な
が
ら
、
高
校
卒
業
の
認
定
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
島
の
人

た
ち
が
考
え
た
の
で
す
。

　
島
根
県
の
隠
岐
島
、
海
士
町

は
、
小
さ
な
島
で
高
校
は
１
ク
ラ

ス
し
か
な
い
が
、
高
校
生
が
ど
の

よ
う
に
島
で
育
つ
こ
と
が
大
事
な

の
か
。
島
を
出
て
行
っ
て
も
、
何

か
あ
っ
た
ら
戻
れ
る
よ
う
に
と
考

え
る
町
で
し
た
。
そ
う
し
た
ら
傷

つ
い
た
都
会
の
若
者
が
結
構
お

り
、
そ
の
町
出
身
で
な
い
若
者
が

居
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
居

心
地
の
い
い
町
を
、
み
ん
な
で
育

て
よ
う
と
す
る
事
例
に
、
傷
つ
い

た
若
者
の
心
が
ピ
ッ
と
合
っ
た
ら

し
く
、
居
つ
い
た
よ
う
で
す
。

  

居
心
地
の
い
い
地
域

　
本
日
の
タ
イ
ト
ル
で
、「
子
育

て
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
の

は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
に
限
定
し

た
形
で
な
く
、「
ど
う
い
う
地
域

に
し
た
い
の
か
」「
う
ち
の
市
・

地
域
を
、
居
心
地
の
い
い
と
こ
ろ

に
」
と
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
い
く

時
代
に
な
る
と
、
感
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
国
民
総
生
産
「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
」
は
、

日
本
が
世
界
で
２
番
目
だ
そ
う
で

す
。
最
近
「
Ｇ
Ｎ
Ｈ
」
と
い
う
言

葉
を
聞
き
ま
す
。「
Ｈ
」
は
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
幸
せ
で
す
。

「
た
い
し
た
給
料
も
貰
わ
ず
、
金

も
た
い
し
て
無
い
が
、
幸
せ
を
感

じ
る
国
民
が
多
い
よ
」
と
か
「
幸

せ
感
を
目
指
す
国
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
提
唱
で
す
。
日
本
は
、
経

済
が
優
先
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
金

が
な
く
て
も
幸
せ
だ
よ
」
と
い
う

人
生
が
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
時
で
な
い
の
か
、
そ
し

て
今
始
ま
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
私
が
全
国
各
地
に
呼
ば
れ
る
の

は
、
学
校
を
基
点
と
し
て
、
町
に

住
ん
で
い
る
人
が
、
共
に
学
び
、

共
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

を
結
果
と
し
て
作
っ
た
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
読
売
教

育
賞
最
優
秀
賞
に
な
り
、「
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
町
に
住
む
人
も

み
ん
な
幸
せ
に
な
る
」
と
の
こ
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
声
が
か
か

り
ま
す
。

　
学
社
融
合
・
学
校
開
放
を
十
年

間
や
り
ま
し
た
の
で
、
成
果
も
見

え
て
き
ま
し
た
。そ
の
成
果
を「
七

者
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
名
づ
け
ま
し

た
。
七
つ
の
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
人
で
す
。

　
私
の
勤
務
し
た
秋
津
小
は
、
埋

め
立
て
地
に
出
来
た
学
校
で
す
か

ら
、
失
礼
な
言
い
方
で
す
が
、
こ

こ
の
人
に
財
産
家
は
い
な
い
。
土

地
は
な
い
が
、
学
歴
だ
け
は
有
る

若
い
人
た
ち
が
多
く
、「
わ
が
子

に
、
金
や
土
地
は
残
せ
な
い
が
、

そ
の
分
学
歴
を
」
と
の
こ
と
で
、

年
中
学
校
に
要
望
ば
か
り
さ
れ
、

「
わ
が
子
、
わ
が
子
」
と
い
う
人

た
ち
で
し
た
。
教
育
委
員
会
に
苦

情
の
電
話
を
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
ペ

ア
レ
ン
ト
の
多
い
地
域
で
し
た
。

①
不
登
校
の
子
ど
も
の
数
は
、
市

内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
不
登
校
・
学

校
に
来
て
く
れ
な
い
こ
と
は
、

教
育
が
で
き
な
い
訳
で
困
る
こ

と
で
す
。
と
こ
ろ
が
学
校
開
放

・
学
校
と
地
域
の
融
合
を
す
す

め
た
２
年
目
か
ら
、
４
３
０
人

位
の
子
ど
も
の
登
校
拒
否
が
０

に
な
り
、10
年
ぐ
ら
い
続
い
て
い

ま
す
。

②
中
・
高
校
生
、
若
者
の
居
場
所

作
り
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
中
・

高
校
生
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
こ

で
発
散
を
し
て
い
る
の
か
。
公

園
で
た
む
ろ
し
タ
バ
コ
を
吸

う
、
コ
ン
ビ
ニ
の
前
で
へ
た
り

込
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
進
路

で
悩
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
母
校
も
先
生
が
転
勤
し
た

り
す
る
と
、行
き
に
く
い
で
す
。

し
か
し
地
域
の
人
た
ち
は
転
勤

し
ま
せ
ん
か
ら
、「
俺
の
こ
と

覚
え
て
い
る
」、「
ギ
タ
ー
や
り

た
い
け
れ
ど
、
あ
の
部
屋
で
や

っ
て
も
い
い
？
」
と
言
っ
て
、

中
・
高
校
生
が
来
て
、
溜
ま
り

場
・
居
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
中
・
高
校
生
の
進
路
な
ど
に
的

確
に
答
え
ら
れ
る
親
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
地
域
に
は
、

　
誰
か
し
ら
答
え
ら
れ
る
人
が
い

ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
が
あ
っ

て
も
、
相
談
相
手
の
分
か
ら
な

い
母
親
が
「
う
ち
の
子
最
近
、

ク
ソ
バ
バ
ア
な
ん
て
言
う
の
よ

　「
言
う
こ
と
聞
か
な
い
で
、

口
答
え
す
る
の
で
困
る
」
と
言

う
と
、「
そ
ん
な
の
当
た
り
前

よ
。
何
で
も
言
い
な
り
の
子
ど

も
よ
り
良
い
よ
」
と
年
輩
の
方

が
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
若

い
親
が
、
こ
ど
も
を
虐
待
す
る

ほ
ど
悩
ま
な
い
で
す
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

④
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
、
地
域
の

知
り
合
い
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
が
、
学
校
を
通
し
て
地
域

の
人
と
知
り
合
い
に
な
る
に
つ

れ
、「
い
い
と
こ
ろ
に
住
ん
だ
」

「
い
つ
定
年
に
な
っ
て
も
、
こ

の
地
域
で
楽
し
く
老
後
を
送
れ

そ
う
な
気
が
す
る
。
仲
間
が
こ

れ
だ
け
多
く
い
る
か
ら
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。

⑤
団
塊
の
世
代
が
地
域
に
溢
れ
て

き
ま
す
が
、
そ
の
技
術
や
経
験

が
た
だ
埋
も
れ
て
い
き
、
そ
し

て
老
後
を
介
護
し
て
も
ら
う
側

に
な
る
と
す
れ
ば
、
人
生
を
全

う
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。「
お
じ
さ
ん
、
近
所

だ
か
ら
将
棋
教
え
て
も
ら
い
に

来
た
よ
」と
来
て
い
ま
す
。「
私

は
子
ど
も
た
ち
に
役
立
っ
て
い

る
」
と
生
き
が
い
を
持
ち
な
が

ら
歳
を
重
ね
、
頼
り
に
さ
れ
な

が
ら
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
こ

と
が
学
校
を
基
点
に
し
て
で
き

ま
し
た
。

⑥
六
者
目
は
先
生
で
す
。先
生
は
、

得
意
で
な
い
教
科
で
も
、
子
ど

も
に
教
え
る
た
め
に
、
教
材
研

究
や
実
技
練
習
を
し
ま
す
。
こ

の
学
校
で
も
努
力
は
し
ま
す
け

ど
、
そ
こ
そ
こ
に
と
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
技
術
を
要
す
る
と

き
は
、
地
域
の
方
た
ち
に
来
て

も
ら
い
ま
す
。「
丸
投
げ
で
は

な
く
、授
業
の
責
任
者
は
先
生
」

と
い
う
こ
と
で
、
技
術
の
部
分

は
、
○
○
名
人
に
お
願
い
し
、
空

い
た
時
間
は
、
別
の
教
材
研
究
や

生
徒
指
導
な
ど
に
充
て
ま
す
。

⑦
七
者
目
は
行
政
で
す
。
さ
き
ほ

ど
ビ
デ
オ
で
上
映
し
ま
し
た

「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
図
書
室
」
で
す
が
、

あ
れ
は
全
部
タ
ダ
で
す
。
行
政

だ
と
何
百
万
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
行
政
は
許
可
を
し
、「
子

ど
も
が
増
え
た
場
合
、
普
通
教

室
に
な
る
よ
う
に
」
と
念
を
押

し
た
だ
け
で
す
。
イ
ン
テ
リ
ア

会
社
勤
め
の
人
は
、
倉
庫
に
眠

っ
て
い
る
絨
毯
や
カ
ー
テ
ン

を
、
他
の
材
料
も
「
物
は
い
い

ぞ
」
と
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
作
業
を
す
る
方
、
無

料
で
設
計
図
を
書
い
て
く
れ
る

建
築
士
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

  

安
心
・
安
全
の
ま
ち

　
挨
拶
運
動
で「
あ
い
さ
つ
通
り
」

を
作
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
強
制
的
に
挨
拶
し
ろ
よ
、
と
言

っ
て
も
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
で

も「
あ
！
あ
の
時
の
お
じ
さ
ん
だ
。

将
棋
の
お
じ
さ
ん
だ
」
と
関
わ
り

を
持
ち
、
心
の
触
れ
合
い
通
い
合

い
が
あ
る
人
間
同
士
な
ら
、
子
ど

も
は
挨
拶
を
し
ま
す
。
中
学
校
の

先
生
は
、
万
引
き
と
か
、
タ
バ
コ

と
か
で
、
夜
中
に
呼
び
出
し
が
あ

る
の
で
す
が
、「
こ
の
地
域
の
子

に
係
る
呼
び
出
し
が
少
な
い
」
と

の
こ
と
で
す
。

　
今
２
０
０
万
人
の
引
き
こ
も
り

の
青
年
が
い
る
そ
う
で
す
。
家
に

引
き
こ
も
り
、
た
ま
に
外
に
出
て

も
ひ
と
り
言
を
言
い
な
が
ら
で
、

人
と
の
関
わ
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
こ
と
が
多
い

そ
う
で
す
。

　
秋
津
小
で
は
、
小
さ
い
時
か
ら

多
種
多
様
な
大
人
と
接
し
て
い
ま

す
。
怖
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
優

し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、「
こ
れ

は
い
け
な
い
」
と
い
う
人
や
怒
鳴

り
つ
け
る
人
も
い
ま
す
。
上
級
生

は
、
小
さ
な
子
が
い
る
と
き
我
慢

を
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
な
ど
、
異
年
齢
で
交
流
す
る

場
が
、
秋
津
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

校
舎
の
中
に
は
い
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
異
年
齢
で
の
交
流
を
小
さ
い
時

か
ら
経
験
す
る
こ
と
で
、「
あ
の

小
さ
い
子
は
生
意
気
で
、
俺
む
か

つ
い
た
よ
～
。
だ
け
ど
小
さ
い
か

ら
し
ょ
う
が
な
い
か
」と
い
っ
て
、

「
む
か
つ
く
・
キ
レ
る
」
な
ど
の

暴
発
が
起
こ
る
前
に
お
さ
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
中
・
高
校
生
に
な
っ

て
も
「
キ
レ
る
」「
暴
力
す
る
」

と
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
異
年
齢

層
や
多
種
多
様
な
人
と
の
体
験
を

す
る
こ
と
で
、「
ワ
ク
チ
ン
」
を

心
に
注
射
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
失
礼
で
す
が
、
引
き
こ
も
っ
て

い
る
間
は
、
ま
だ
い
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
こ
も
り
が
高
じ
て
、
人

に
危
害
を
加
え
る
よ
う
な
人
が
い

ま
す
。
事
件
を
起
す
人
に
は
、
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

な
い
故
に
、
爆
発
と
な
る
事
例
が

あ
る
よ
う
で
す
。
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
で
、
一
方
的
だ
と
感

じ
る
の
は
、「
安
心
・
安
全
は
被

害
者
に
な
ら
な
い
こ
と
」
を
指
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
被
害
者

に
な
ら
な
い
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
自
分
の
町
に
、
マ
イ
ナ
ス
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
人
が
居
る

な
ら
、
加
害
者
の
予
備
軍
が
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
決
し

て
安
心
・
安
全
の
町
と
は
言
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
秋
津
小
は
、
加

害
者
の
予
備
軍
に
な
る
可
能
性
が

低
い
と
思
い
ま
す
。

  

か
ろ
や
か
に

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
か
ろ
や
か

な
融
合
」
と
書
き
ま
し
た
。「
か

ろ
や
か
」
が
い
い
の
で
す
。
義
務

感
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
地
域

活
動
や
ま
ち
づ
く
り
は
、
永
続
的

な
も
の
で
す
。
誰
か
一
人
の
頑
張

り
だ
け
で
な
く
、「
そ
れ
な
ら
ち

ょ
っ
と
で
き
る
な
」
と
、
少
し
ず

つ
意
識
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

　
次
の
大
久
保
東
小
学
校
で
は
、

こ
ん
な
腕
章(

紙
製)

を
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
人
が
全
員
持
っ
て
お
り
、
町
の

中
を
み
ん
な
腕
章
し
て
歩
き
ま

す
。
腕
章
だ
け
で
も
、
悪
い
こ
と

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、「
パ
ト

ロ
ー
ル
の
人
が
い
る
。
あ
っ
ち
に

も
い
る
」「
人
の
目
が
光
っ
て
い

る
」
と
思
う
よ
う
で
、
犯
罪
を
起

し
に
く
い
町
に
な
り
ま
す
。
何
月

何
日
の
何
時
か
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル

と
な
る
と
都
合
を
付
け
に
く
い

が
、
あ
る
方
は
、
仕
事
帰
り
駅
を

降
り
た
ら
、
腕
章
を
付
け
る
そ
う

で
す
。「
共
働
き
だ
か
ら
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
家
へ

帰
る
時
だ
け
で
も
一
員
と
し
て
、

少
し
は
お
役
に
立
て
る
の
か
な
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
か
ろ
や
か
」

に
、で
き
る
範
囲
で
い
い
の
で
す
。

　
秋
津
小
は
、「
わ
が
子
ば
っ
か

り
」
と
い
う
よ
う
な
親
達
の
地
域

で
し
た
。
全
国
、こ
の
中
野
で
も
、

わ
が
子
し
か
考
え
な
い
よ
う
な
親

た
ち
が
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
十
年
前
の
秋
津
で
（
か
ろ
や
か

な
融
合
）
が
出
来
ま
し
た
。
今
ほ

ど
じ
ゃ
な
い
が
、
今
よ
り
も
す
ご

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
う

ち
の
地
域
じ
ゃ
無
理
だ
」
と
言
っ

て
い
る
と
、
な
か
な
か
動
き
出
せ

な
い
と
思
い
ま
す
。

　「
今
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
の

た
め
に
、
う
ち
の
地
域
で
一
歩
を

踏
み
出
さ
な
く
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
」「
私
が
や
ら
な
い
で
誰
が
や
る

の
だ
」「
中
野
が
や
ら
ず
に
何
処
が

や
る
の
だ
」「
中
野
か
ら
加
害
者
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う

決
意
で
、
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ま
方
で
、
い
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

習
志
野
市
の
小
学
校
で
の

改
革
・
成
果

み
ん
な
の
力
で
小
さ
な

一
歩
を

◆なかの 21 市民講座 講演会◆

なかの21市民講座
　子どもたちを取り巻く状況が変化し、いじ
め、不登校など教育や子どもたちをめぐる報
道もされています。地域全体で子どもの教育
を支援する可能性があるのか、地域で子育て
をすることの意味を考えてみようと、講演と
パネルディスカッションを行いました。

講 演 会
講演

講師

「共にくらし
 ともに学ぶ地域と

学校をめざして」
学校と地域の融合教育研究会会長

宮崎　稔 さん

　
パネルディスカッシ

ョン「地域で子育てを進めるために」の要旨は、２月号に掲載いたします。

～学校と地域のかろやかな融合～



４

　
深
沢
は
、
市
内
で
は
数
少
な
い

近
世
の
成
立
で
あ
る
。
そ
れ
以
前

の
こ
の
地
は
、
山
林
一
色
で
人
家

な
ど
は
全
く
な
か
っ
た
。
押
羽
村

（
小
布
施
町
）
の
農
民
六
左
衛
門

ら
は
、
こ
の
地
を
新
天

地
と
定
め
、
開
拓
に
あ

た
っ
た
。
幾
多
の
困
難

を
克
服
し
て
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
立
村
に
こ
ぎ
つ
け

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
跡
形
は
今

に
至
る
の
も
数
多
い
。
そ
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
記
す
。

　
「
堰せ
ぎ

路
と
屋
敷
割
」

　
村
人
の
生
活
を
支
え
る
堰
と
大

道
は
村
落
内
を
直
線
状
に
走
っ
て

い
る
。
間
口
と
奥
行
の
ほ
ぼ
同
じ

屋
敷
地
が
、
大
道
の
左
右
に
整
然

と
並
ん
で
い
た
。
立
村
当
初
は
ま

さ
に
計
画
的
な
屋
敷
地
割
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
「
六
左
衛
門
の
屋
敷
地
」

　
こ
の
屋
敷
地
だ
け
は
規
格
は
ず

れ
に
広
く
、
彼
の
住
居
の
ほ
か
、

村
堂
・
郷
蔵
・
引
導
場
・
墓
地
な

ど
が
あ
っ
た
。
土
葬
を
し
て
い
た

頃
ま
で
は
、
堂
に
「
あ
ん
じ
ょ
さ

ん
（
尼
僧
）
」
も
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
土
地
所
有
者
が
変
わ
り
、

今
は
高
札
板
・
墓
地
・
秋
葉
社
だ

け
に
な
っ
て
い
る
が
、
高
札
板
な

ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
政
の
拠

点
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
墓
地
に
は
新
田

大
将
（
六
左
衛
門
）
の
墓
が
あ
る
。

　
「
村
落
内
の
堂
社
」

　
集
落
の
東
外
れ
に
は
、

ふ
る
み
さ
ん
（
伏
見
稲

荷
）
・
深
沢
神
社
が
あ

り
、
西
外
れ
に
は
か
つ
て
観
音
堂

が
あ
っ
た
。
村
外
れ
と
い
う
位
置

か
ら
推
し
て
、
こ
れ
ら
の
堂
社
は
、

村
境
で
疫
病
神
を
防
ぐ
役
目
も
負

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
毅

　
高
社
山
麓
に
八
十
四
世
帯
が
暮

ら
す
果
樹
栽
培
の
盛
ん
な
深
沢
地

区
の
分
館
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
三
月
中
旬
に
蕎
麦
打
ち
体
験
を

行
な
い
ま
し
た
。
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の

葉
を
つ
な
ぎ
と
し
て
入
れ
る
本
格

的
な
蕎
麦
打
ち
で
す
。
田
中
先
生

に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
ん
と
か
打

て
ま
し
た
。
苦
労
し
て
打
っ
た
蕎

麦
の
味
は
格
別
で
し
た
。

　
九
月
上
旬
に
は
、
剣
沢
、
ど
ぶ

沢
水
源
地
視
察
を
行
い
、
中
学

生
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
人
が｢

代
替

え
の
水｣

を
得
る
た
め

に
、
命
懸
け
で
探
し
あ

て
た
水
源
地
を
視
察
す

る
も
の
で
す
。
奥
山
深

き
剣
沢
の
清
流
を
み
つ

め
、
先
人
の
苦
労
を
思

う
時
、
水
の
有
り
難
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
に

は
敬
老
会
を
行
い
ま
し

た
。
舞
踊
や
ゲ
ー
ム
で

楽
し
い
一
時
を
過
し
ま
し
た
。

　
一
月
十
三
日
に｢

ど
ん
ど
ん
焼

き｣

を
行
い
ま
す
。
午
後
二
時
頃

か
ら
小
学
生
が
澄

ん
だ
大
き
な
声
で

「
道
陸
神
の
家
う

つ
り
げ
、
お
椀
も

っ
て
戸
を
あ
け

ろ
」
と
言
っ
て
道

祖
神
粥
を
全
戸
に

配
り
ま
す
。
豆
の

入
っ
た
お
粥
を
い

た
だ
く
と
、
無
病

息
災
で
一
年
間
過

せ
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
深
沢
分
館
長
　

上
原
　
勝

深 沢 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

深
沢
区（
村
）の
旧
跡
・
堂
社

子育てサークル「しゃぼん玉」

グループ紹介

　「しゃぼん玉」は、市内で10年以上前に立ち
上げられた子育てサークルです。先輩のお母さん
方にもこのサークルを利用してこられた方がたく
さんいらっしゃいます。以前は、子供を見られ

る範囲内で
小物を作っ
た り 、 料
理(おやつ
作り)をし
たり、内容
はかなり濃
かったと思
います。
　 し か し

現在は以前ほど人数もおりませんし、結局〝自分達で
運営していく〟事に重荷を感じてしまって、入会の時
点でやめてしまったり、退会してしまったりしていま
す。でもお母さんが昼間、家で子供と二人だけになっ
ていき詰まらないように、子供にもお母さんにも友達
ができて、子育ての悩み相談ができる場所が必要だと
思います。
　今は毎週水曜日に西部公民館を中心に子育ての情報
交換会等を行なっています。活動内容としては前ほど
充実しておりませんが、お母さんの息抜きの場として、
また〝こんな事をやりたい〟という意見がありました
ら、みんなで相談して行なっていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　代表　高山　美咲

水源地視察にて
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

■やしょうまづくり講座
　さまざまな色を組みあわせて模様をつくる「や
しょうまづくり」の講座です。今年はどんな模様に
チャレンジするかは当日のおたのしみ。おたのしみ
メニューも乞うご期待！
日　時　２月３日(日)    午前10時～午後１時30分
場　所　中央公民館　料理実習室
講　師　中野市食生活改善推進協議会
　　　　原　楫　会長　ほか会員の皆さん
定　員　親子(小学生以上)、一般の方あわせて30名
受講料　無　料(但し材料費として１人300円)
申込み　１月15日(火)から

■近代文学講座
　ことばには、人をはげます力もあり、傷つける
力もあります。また、四季の移りゆくままに生み
出された美しいことばもあります。信州は、冬の
厳しさに立ち向かうことばや、待ちわびる春への
思いが込められたことばが、じつに豊かな気がし
ます。
　そんな大切なことばに触れながら、日本語の美
しさに出会ってみませんか。
日　時　２月16日(土)
　　　　午後１時30分～午後３時30分
場　所　中央公民館　講堂
内　容　「ことばのしおり」～日本語の美しさに
　　　　出会いたい～
講　師　近代文学研究者　堀井　正子　先生　
受講料・申込み　　不要

中央公民館から

　
編
集
委
員
だ
よ
り
の
締
切
日
ま

で
数
日
と
迫
っ
て
き
て
い
る
。
原

稿
を
仕
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
回
は
何
に
し
よ
う
か
考
え
て
い

る
う
ち
に
日
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。

中
野
市
公
民
館
報
「
文
化
な
か

の
」
の
編
集
委
員
の
任
期
も
あ
と

数
ヵ
月
、
こ
の
「
編
集
委
員
だ
よ

り
」
の
担
当
は
最
後
と
な
り
内
容

の
良
い
も
の
と
気
合
を
入
れ
て
い

た
が
時
間
が
な
い
。
焦
る
気
持
ち

の
中
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

　
新
聞
で
も
見
る
か
な
ー
と
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
た
。
ふ
と
建
設
標
を

見
て
い
た
ら
感
動
す
る
記
事
が
目

に
入
っ
た
。
題
は
「
胸
を
打
た
れ

た
レ
ジ
で
の
言
葉
」
だ
っ
た
。
内

容
は
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
を
さ
れ
て
い

る
62
歳
の
女
性
か
ら
の
投
稿
で
あ

っ
た
。
そ
の
方
は
ヘ
ル
パ
ー
を
さ

れ
て
い
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
ト
イ
レ
を
借
り
た
あ
と
買
い

物
を
し
た
際
の
レ
ジ
で
の
こ
と
。

お
店
の
二
十
歳
位
の
青
年
の
言
葉

に
胸
を
打
た
れ
た
こ
と
を
投
稿
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
言
葉
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
一
日

お
仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
に
胸
を
打
た
れ
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
に
な
っ

た
と
の
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
青
年

に
対
し
、
あ
な
た
の
言
葉
が
け
に

感
謝
し
て
い
ま
す
と
結
ば
れ
て
い

た
。

　
何
気
な
い
言
葉
が
人
の
心
を
動

か
し
頑
張
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
。
私
に
も
学
生
の
同
世
代
の
息

子
が
い
る
。
こ
の
青
年
の
よ
う
な

気
持
ち
を
持
っ
た
青
年
に
な
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
「
文
化
な
か
の
」
を
見

て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
様

に
感
謝
し
筆
を
置
き
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｆ
）

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

『
文
化
な
か
の

　
編
集
委
員
の

　
　 

ひ
と
り
言
』

１月の展示コーナー

色　紙　展
内　容　信墨会会員の書道作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2667 4

西部公民館から

≪今月号の表紙の写真≫12月23日、平野育
成会事業の“もちつき大会”

■やしょうまづくり教室
　近年、日本古来から生活に密着した伝統の食文化
は年々忘れられようとしています。西部公民館で
は、北信濃に昔から伝えられている食文化に出会っ
ていただき、食の大切さを感じていただきたいと思
います。子どもから大人まで、誰もが参加できます。
日　時　２月２日(土)　午前10時～正午
場　所　西部公民館　料理教室
講　師　原　楫　先生
対　象　子どもから大人まで誰もが参加できます。
定　員　20人または20組
申込み　１月16日(水)から
受講料　無料(但し材料費として300円)
持ち物　三角巾、エプロン

■高齢者教室
 「いのちの結びつきを伝えて、
　　　　　　　　　　　　　今を生きる」
　祖父母の役割として孫に伝えていかなくてはいけ
ないことについてお話いただきます。
日　時　１月31日(木)　午前10時～正午
場　所　豊田文化センター
内　容　講演：「いのちの結びつきを伝えて、
　　　　　　　　　　　　　　　　　今を生きる」
　　　　講師：元中野市教育長　宮川　洋一　先生
　　　　合唱：「皆で歌おうあの頃の歌」
　　　　講師：神田　加奈登　先生
受講料・申込み　　　不要

■高齢者教室「若さを保つ心とからだ」
　講師のお話に笑い、ともに体を動かし、心と体の
若さを保ちましょう。
日　時　１月17日(木)　午前10時～11時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　元中野小学校長・墨絵画家
　　　　嘉生　稀宗　先生
受講料・申込み　不要

■「信濃から夢に向って」
　プロとして活躍し夢を与え、自らもさらに大きな
夢に向って努力しているグランセローズの選手から
夢を持つ大切さについてお話いただきます。サイン
会も行ないます。
日　時　１月19日(土)　午前10時～11時45分
場　所　豊田文化センター
講　師　信濃グランセローズ(松橋良幸選手、他２
　　　　選手)
受講料・申込み　　不要

■笑顔のストレッチ
　笑顔筋ストレッチなど「笑顔をつくる」具体的な
方法、笑顔にまつわるとっておきのお話です。
日　時　１月24日(木)　午後１時30分～３時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　ヴェーネレ講師　丸山　陽子　先生
定　員　30名　　
受講料　無料
申込み　豊田公民館へ(定員になり次第締切)
持ち物　鏡

■ノルディックウォーキング
　通常のウォーキングに比べ、エネルギー消費量
が20％上昇するエクササイズです。
日　時　１月29日(火)　午前10時～正午
場　所　豊田文化センター
講　師　ノルディックウォーキング
　　　　インストラクター　服部　正秋　先生
定　員　15名
持ち物　運動のできる服装、運動靴
受講料　無料
申込み　豊田公民館へ(定員になり次第締切)
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